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伊
那
市
御
殿
場
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
概
報

一
、

は

し
が

き

上
伊
那
の
地
域
は
天
竜
川
を
主
流
と
し
て
、
東
西
よ
り
そ
れ
に
流
れ
込
む
幾

多

の
支
流
が
あ
り
、
何
れ
の
川
に
も
延
々
と
続
く
河
岸
段
丘
が
発
達
し
、
そ
こ

に
は
こ
ん
こ
ん
之
湧
き
出
る
泉
が
豊
富
に
あ
る
。
鳥
居
竜
蔵
嫁
士
に
よ
る
と
、

た
め
に
先
史
時
代
よ
り
樹
木
は
地
域

一
帯
に
生
い
茂
り
、
河
岸
周
辺
に
は
草
地

が
広
が
っ
て
、
草
木
豊
か
な
自
然
で
あ

っ
た
と
い
う
。
現
に
辰
野
町
地
籍
よ
り

伊
那
市
に
か
け
て
の
河
岸
段
丘
に
そ
び
え
立
つ
欅
の
大
木
は
、
世
代
が
か
わ
っ

た
と
し
て
も
そ
の
名
残
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
当
然
こ
こ
に
鳥
獣
が
巣
を

い
と
な
み
繁
殖
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
こ
れ
ら
豊
富
な
鳥
獣

の
存

在

は
、
当
時
の
人
間
生
活
に
欠
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
食
糧
を
提
供
し
、
自
然

の
生
活
環
境
は
極
め
て
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
伊
那
谷
に
居
を
占
め
た

原
住
民
の
人
口
は
相
当
に
多
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
今
日
伊
那
谷
が
当
時
を

物
語
る
埋
蔵
文
化
財
の
豊
庫
で
あ
る
こ
と
は
い
わ
れ
な
し
と
し
な
い
。
伊
那
市

富
県
地
区
御
殿
場
遺
跡
も
周
辺
の
地
域
を
含
め
て
、
そ
の
豊
庫
の
僅
か
な

一
部

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

御
殿
場
遺
跡
の
存
在
は
早
く
よ
り
専
門
家
に
よ
っ
て
知
ら
れ
か
つ
貴
重
な
も

の
と
さ
れ
、
い
つヽ
の
日
か
は
詳
細
な
学
術
研
究
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
あ

伊

那

市

教

育

委

員

会

っ
た
。
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
た
ま
た
ま
本
年
一
月
同
地
区
土
地
改
良

事
業
が
そ
の
緒
に
着
き
、
時
を
移
ざ
ず
緊
急
発
掘
を
行
な
わ
ね
ば
な
け
な
こ
と

に
な
っ
た
のヽ
は
む
し
ろ
幸
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
伊
那
市
教
育
委
員
会
が

主
体
者
と
な
り
発
掘
の
た
め
の
諸
般
の
準
備
を
進
め
、
松
本
深
志
高
校
の
藤
沢

宗
平
先
生
、
県
教
育
委
員
会
の
林
茂
樹
主
事
、
そ
の
他
地
元
の
研
究
者
の
専
門

的
な
御
指
導
を
得
て
、
本
年
三
月
三
日
よ
り
本
発
掘
事
業
に
着
手
し
た
の
で
あ

る
。
三
月
十
日
発
掘
日
程
の
ま
さ
に
終
ら
む
と
す
る
日
、
現
場
に
あ
が
っ
た
発

掘
者
達
の
一
種
異
様
な
驚
き
と
喜
び
の
喚
声
は
、
本
発
掘
事
業
の
最
頂
点
で
あ

り
、
予
期
せ
ぬ
高
貴
な
発
見
へ
の
抑
え
が
た
い
感
激
で
あ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
か

の
人
面
付
香
炉
形
土
器
の
実
に
数
千
年
目
の
こ
の
世
へ
の
再
来
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
全
容
は
見
る
か
ら
に
巨
大
、
剛
直
、
荘
重
、
し
か
も
上
部
に
か
た
ち

ど
っ
た
顔
面
の
あ
や
し
き
ま
で
に
素
朴
、
柔
和
な
面
ざ
し
は
、
外
部
輪
郭
の
大

胆
な
手
法
に
よ
る
装
飾
化
、
香
炉
内
面
の
奥
深
さ
、
背
面
の
ぶ
く
ら
み
を
持
っ

た
豊
か
な
曲
線
と
と
も
に
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
調
和
の
中
に
深
い
美
の
世
界
を
た

だ
よ
わ
す
豪
華
な
芸
術
品
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
縄
文
時
代
伊

那
人
の
美
的
造
形
の
高
さ
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、
心
に
く
い
ま
で
の
至
芸
を

通
し
て
あ
た
た
か
く
至
純
な
心
の
奥
を
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の



で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
個
体
は
全
国
で
も
類
稀
で
、
か
つ
完
全
な
形
で
出
土
し

た
こ
と
は
学
術
的
価
値
が
高
く
充
分
重
要
文
化
財
の
内
容
を
備
え
て
い
る
と
い

う

（近
く
申
請
の
予
定
）
。
こ
の
逸
品
の
発
見
を
最
後
に
縄
文
中
期
の

（土
師

時
代
も
含
む
）
実
に
お
び
た
だ
し
い
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
、
住
居
址
の
発
見

を
ふ
く
め
た
十

一
日
間
に
わ
た
る
発
掘
作
業
を
う
ち
切
っ
た
。
日
時
さ
え
な
お

許
さ
れ
れ
ば
作
業
を
継
続
し
接
続
地
よ
り
貴
重
な
発
見
の
で
き
る
期
待
を
充
分

に
持
ち
な
が
ら
。
し
か
し
開
田
事
業
の
進
行
を
そ
の
た
め
に
こ
れ
以
上
お
く
ら

せ
る
こ
と
は
、
当
時
の
事
情
か
ら
し
て
到
底
で
き
る
こ
と
で
な
か
っ
た
。

′
じ
来
地
元
御
子
柴
「
根
津
、
大
田
、
友
野
四
氏
に
よ
り
困
難
ｔ
整
理
復
元
作

業
が
日
を
か
け
て
進
め
ら
れ
、　
一
方
藤
沢
、
林
両
先
生
並
び
に
右
四
氏
に
よ
り

該
事
業
の
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
に
か
力、，
っ
た
。
お
互
に
本
務
を
持
た
れ
な
が

ら
の̈
御
執
筆
は
ま
こ
と
に
容
易
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
鋭
意
筆
を
進
め
ら

れ
い
よ
い
ょ
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
上
伊
那
の
権
威
あ
る
研
究
誌

「

伊
丼
路
」
の
御
厚
意
に
よ
り
同
誌
に
登
載
で
き
る
運
び
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
び

に
た
え
な
い
。
発
掘
日
誌
に
見
ら
れ
る
如
く
二
月
と
い
え
ど
も
吹
く
風

は
寒

く
、
曇
天
、
小
雨
あ
る
い
は
雪
さ
え
積
る
日
も
あ
っ
て
、
ぬ
か
る
表
土
に
足
元

を
滑
ら
せ
な
が
ら
の
作
業
は
必
ず
し
も
軽
易
で
な
が
っ
た
。
し
か
し
こ
の
大
事

業
を
短
時
日
の
間
に
仕
上
げ
、
全
く
予
期
以
上
の
成
果
を
挙
げ
得
た
の
は
、　
一

に
こ
の
事
業
に
携
っ
た
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
御
努
力
に
よ
る
も
の
で
ま

こ
と
に
感
銘
の
ほ
か
は
な
哺
¨
緊
急
発
掘
に
つ
い
て
御
指
導
と
補
助
金
を
い
た

だ
い
た
国
の
文
化‥
財
保
護
委
員
会

バ
主
管
記
念
物
課
）
。
発
掘
さ
れ
た
関
係
資

料
に
つ
い
て
基
本
的
な
御
教
示
を
下
さ
っ
た
八
幡
一
郎
博
士
並
び
に
大
場
磐
雄

博
土
、
発
掘
責
任
者
と
し
て
終
始
御
懇
切
な
指
導
と
執
筆
を
賜
わ
っ
た
藤
沢
宗

平
調
査
団
長
、
林
茂
樹
指
導
主
事
、
財
政
上
樅
大
な
御
協
力
を
下
さ
っ
た
市
場

局
並
び
に
関
係
議
員
、
ま
た
全
体
運
営
に
御
配
慮
戴
い
た
調
査
委
員
、
文
化
財
諸
Ｍ

調
査
委
員
の
方
々
、
発
掘
、
整
理
、
復
元
、
執
筆
に
あ
た
ら
れ
た
「御
子

柴

泰

正
、
根
津
清
志
、
大
田
保
、
友
野
良

一
の
諸
氏
「
さ
ら
に
は
積
極
的
に
御
協
力

下
さ
っ
た
土
地
改
良
区
織
井
理
事
長
、
地
主
の
理
橋
九

一
、
伊
藤
章
、
橋
爪
忠

雄
の
三
氏
、
進
ん
で
事
務
所
と
し
て
お
宅
を
開
放
し
て
下
さ
っ
た
埋
】橋

義

一

氏
、
労
力
提
供
の
地
区
の
方
々
、
教
委
事
務
局
職
員
、
公
民
館
関
係
者
、
高
校

生
、
諸
種
御
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
富
県
小
学
校
そ
の
他
多
く
の
協
力
者
に
対
し

心
よ
り
深
い
敬
意
と
感
謝
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
ま
す
。

（御
殿
場
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
長
　
小
林
重
男
）

二
、
発
掘
調
査
に
至
る
ま
で

御
殿
場
遺
跡
の
位
置
は
理
橋
義

一
氏
宅
の
家
号
を

「
御
殿
場
」
と
い
う
如
く

こ
の
宅
地
を
中
心
に
し
た
一
帯
を
称
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
御
殿
場

遺
跡
は
い
大
正
の
こ
ろ
か
ら
土
器
の
出
土
が
多
ぐ
（
鳥
居
竜
蔵
博
土
の
現
地
調

査
に
よ
り
、
厚
手
派
土
器
の
遺
跡
と
し
て
そ
の
著

「
先
史
及
び
原
史
時
代
の
上

伊
那
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
に
も
出
土
遺
物
が
多
く
、
山
麓
よ
り

の
畑
中
に
は
祝
殿

（理
橋
義

一
氏
）
が
あ
り
、
大
小
二
本
の
石
棒
が
杞
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
付
近

一
帯
は
、
縄
文
中
期
土
器
破
片
や
打
製
石
斧
の
散
布
が
今
も



な
お
多
く
認
め
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
七
年
信
濃
史
料
第

一
巻
の
調
査
の
折
、
調

査
員

（藤
沢
宗
平
）
に
よ
っ
て
富
県
小
学
校
所
蔵
遺
物
が
検
せ
ら
れ
、
縄
攻
式

上
器

（勝
坂
、
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
、
石
鏃
、
磨
製
石
斧
、
大
形
石
匙
い
石

皿
、
石
鍾
、
弥
生
式

（中
島
式
）
土
器
、
有
孔
磨
製
石
包
丁
が
記
載
さ
れ
、
長

野
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
台
帳
に
第
二
四
三
六
号
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
「

．昭
和
三
十
三
年
以
来

「
上
伊
那
誌
歴
史
編
」
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
縄
文
中
期

の
集
落
址
の
存
在
と
そ
の
土
器
の
も

つ
特
異
な
形
態
が
再
認
識
さ
れ
、
学

術
上
重
要
な
遺
跡
と
し
て
注
意
さ
れ

て
い
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
四
十

一
年

一
月
ょ

り
伊
那
市
春
富

土
地
改
良
区

に

よ

り
、
池
の
窪

一
帯
に
わ
た
り
、
新
ら

し
く
開
田
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ｔ
の
工
事
計
画
の
中
に
御
澱
場

遺
跡
の
一
部
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
方
か
ら
文
化
財
保
護
法

第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
織
井
理
事
長
よ
り
開

田
工
事
施
行
に
伴
う
遺
跡
発
掘
届
が
昭
和
四
十
年
十
二
月
二
十
旧
文
北
財
保
護

委
員
会
委
員
長

‐
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
ぃ
文
化
財
保
護
委
員
会
事
務

局
長
か
ら
織
井
土
地
改
良
区
理
事
長
あ
て
に

「
あ
ら
か
じ
め
伊
那
市
教
育
委
員

会
で
工
事
予
定
地
の
調
査
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
調
査
に
協
力
さ

れ
、
そ
の
結
果
を
ま
っ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
」
の
通
知
が
あ
つ
、
ま
た
同
日

付
県
教
育
長
あ
て
ヽ
記
録
保
存
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
伊
那
市
教
育
委
員
会

‐に
■

る
調
査
実
施
方
御
指
導
願
い
ま
す
」
の
通
知
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
四
十
一

年
一
月
十
日
付
長
野
県
教
育
長
よ
り
、
土
地
改
良
区
、
理
事
長
宛
次
の
指
導
通

知
が
あ
っ
た
¨

「
該
地
籍
は
周
知
の
遺
跡
に
該
当
し
、
工
事
施
行
の
地
域

一
帯
に
埋
蔵
文
化

財
が
理
存
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
と
密
接

な
連
絡
を
保
ち
、
次
の
措
置
を
緊
急
に
実
施
さ
れ
た
い
。

同
工
事
前
に
表
面
観
察
調
査
を
実
施
し
、
遺
跡
の
所
在
箇
所
を
確
め
、
部
分

的
に
発
掘
調
査
を
行
い
記
録
保
存
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

０
該
当
遺
跡
地
以
外
の
工
事
対
象
地
内
に
工
事
中
遺
跡

（
遺
物
）
の
発
見
を

し
た
場
合
は
法
に
規
定
さ
れ
た
届
を
出
す
こ
と
。

０
発
掘
調
査
実
施
に
つ
い
て
は
、
学
術
専
門
家
を
担
当
者
と
し
て
指
導
を
う

け
る
こ
と
。

発掘地の地番

御殿場遺跡付近図 ○印発掘地

五万分の一



発 掘 地 の 遠 望

こ
の
指
導
通
知
に
も
と
づ
き
伊
那

市
教
育
委
員
会
は
、
県
と
地
元
関
係

者
等
と
連
絡
し
た
う
え

一
月
十
七
日

午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
富
県
公
民

館
に
お
い
て

「
開
田
事
業
と
理
蔵
文

化
財
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
打
合

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
打
合
会
に
は

県
側
よ
り
、
林
茂
樹
文
化
財
担
当
指

導
主
事
、
上
伊
那
教
育
事
務
所
武
井

主
事
、
市
側
よ
り
有
賀
伊
那
市
文
化

財
調
査
保
護
委
員
長

（伊
那
市
教
育

委
員
長
）
田
畑
清
美
、
正
木

一
美
両
同
保
護
委
員
、
吉
原
社
会
教
育
課
長
、
酒

井
富
県
公
民
館
長
、
伊
藤
同
主
事
、
土
地
改
良
区
よ
り
中
村
康
重
副
理
事
長
と

田
中
克
己
理
事
、
考
古
会
員
と
し
て
、
御
子
柴
、
根
津
の
両
氏
出
席

の
も

と

で
、
主
と
し
て
県
か
ら
の
指
示
事
項
に
対
し
、
土
地
改
良
区
、
並
び
に
市
の
教

育
委
員
会
と
し
て
の
と
り
組
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
今
後
市
教
育

委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
土
地
改
良
区
が
協
力
し
て
、
開
田
事
業
施
行
上
で
許

さ
れ
る
期
間
内
に
労
力
の
提
供
が
得
ら
れ
れ
ば
県
の
指
示
に
よ
る
い
の
部
分
的

発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
労
力
に
つ
い
て
は
寒
中
休
暇
中
の
高

校
生
を
中
心
と
し
て
、学
校
へ
呼
び
か
け
る
こ
と
と
な
り
、そ
の
状
況
に
よ
っ
て

発
掘
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

一
月
二
十
日
　
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
該
地
の
開
田
工
事
を
四
月

一
杯
ま
で

延
期
で
き
れ
ば
、
県
の
主
管
事
業
に
お
い
て
発
掘
調
査
も
考
え
ら
れ
る
が
、
土

地
改
良
区
の
都
合
、
並
び
に
地
元
関
係
者
の
意
向
は
ど
う
か
照
会
し
て
み
て
ほ

し
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
土
地
改
良
区
へ
こ
の
旨
を
連
絡
照
会
し
た
。

一
月
二
十
二
日
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
の
意
向
と
と
も
に
土

地
改
良
区
よ
り
四
月

一
杯
の
延
期
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
も
し
延
期
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
箇
所
だ
け
残
す
こ
と
は
工
事
上
至
難
で
あ
っ
て
、
土
量
計
算
の

上
か
ら
少
く
と
も
四
〇
～
五
〇
灯
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
が
補
償
費
は
四
十
余
万
円
に
な
る
旨
の
付
言
も
あ
り
、
た
だ
ち
に
こ
の
こ
と

を
県
に
報
告
し
協
議
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
県
に
お
い
て
、
発
掘
事
業
に
対
し
、

国
庫
補
助
の
途
を
考
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
方
途
が
講
じ
ら
れ
れ
ば
伊

那
市
教
育
委
員
会
の
直
営
事
業
と
し
て
、
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

地
元
関
係
者
並
び
に
土
地
改
良
区
に
お
い
て
は
二
月
十
五
日
を
最
終
期
限
と
し

て
工
事
を
該
地
だ
け
延
長
す
る
こ
と
の
承
認
を
得
、
こ
こ
に
お
い
て
県
、
市
、

地
元
三
者
の
意
見
統

一
が
成
り
、
正
式
に
発
掘
調
査
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

一
月
二
十
五
日
　
文
化
財
保
護
法
第
五
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
も
と
づ
き

遺
跡
発
掘
届
を
県
を
経
て
、
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
長
宛
に
提
出
し
た
。
そ

の
大
要
は
、
富
県
北
福
地
池
の
窪
七
八
三
六
番
地
よ
り
七
三
九
五
番
地
に
わ
た

る
所
在
地
の
う
ち
、
約
二
五
イ
を
発
掘
予
定
面
積
と
し
遺
跡
遺
物
の
記
録
保
存

を
目
的
と
し
て
、
伊
那
市
教
育
長
が
、
事
業
の
主
体
者
と
な
り
、
発
掘
担
当
者



に
松
本
深
志
高
校
、
藤
沢
宗
平
教
諭
と
県
教
委
、
林
文
化
財
担
当
指
導
事
主
を

依
頼
し
、
二
月
二
十
日
よ
り
三
月
十
五
日
ま
で
を
発
掘
の
調
査
期
間
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
届
に
は
、
春
富
土
地
改
良
区
理
事
長
、
並
び
に
土
地
所
有
者

埋
橋
九

一
、
橋
爪
忠
雄
、
伊
藤
章
の
三
氏
の
土
地
発
掘
に
つ
い
て
の
承
諾
書
を

添
付
し
た
。

さ
て
、
実
際
に
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
に
必
要
な
組
織
と
、
そ
の
責
任
分
野

に
つ
き
、

「
御
殿
場
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
規
程
」
を
定
め
目
的
、
事
務
所
、

事
業
、
組
織
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
会
議
、
調
査
団
、
事
務
局
、
会
計
、
解

散
等
を
明
ら
か
に
し
、
主
管
の
調
査
委
員
会
と
直
接
発
掘
調
査
の
指
導
を
す
る

学
術
専
門
家
に
よ
る
調
査
団
と
に
よ
り
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
二
月

一
日
伊
那

市
教
育
委
員
会
ょ
り
調
査
委
員
会
の
委
員
の
委
嘱
を
行

っ
た
。

委
嘱
し
た
調
査
員
は
次
の
八
名
で
あ

っ
た
。

委

員

長
　
　
小
林
重
男
　
　
伊
那
市
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

副
委
員
長
　
　
有
賀
京

一　
　
伊
那
市
文
化
財
調
査
保
護
委
員
長

（伊
那
市
教
育
委
員
長
）

委
　
　
員
　
　
向
山
雅
重

・
長
野
県
文
化
財
専
門
委
員

″
　
　
　
　
田
畑
清
美
　
　
伊
那
市
文
化
財
調
査
保
護
委
員

″
　
　
　
　
正
本

一
美
　
　
仝
　
　
ヽ

″
　
　
　
　
酒
井

一
美
　
　
富
県
公
民
館
長

″
　
　
　
　
松
沢

一
美
　
　
上
伊
那
教
育
会
長

″
　
　
　
　
織
井
静
夫
　
　
春
富
土
地
改
良
区
理
事
長

二
月
十
日
午
後

一
時
よ
り
市
役
所
第

一
委
員
会
室
に
お
い
て
第

一
回
御
殿
場
一

遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
並
び
に
協
議
を

行
っ
た
。

０
御
殿
場
遣
跡
発
掘
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

０
調
査
委
員
会
規
程
に
つ
い
て

０
調
査
団
と
発
掘
計
画
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
目
的
達
成
に
全
力
を
掲
げ
る
こ
と
と
な
り
、
な
お
こ
の
発
掘
調

査
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
来
な
ら
ば
調
査
団
員
に
委
嘱
し
て
協
力
を
願
い
た

い
方
々
が
あ
る
が
経
費
の
都
合
で
自
由
参
加
の
形
で
出
席
、
協
力
頂
け
れ
ば
有

難
い
と
の
趣
旨
を
添
え
発
掘
内
容
計
画
を
次
の
方
々
に
通
知
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。

小
松
　
　
虔
　
　
松
本
市
立
博
物
館

本
田
　
秀
明
　
　
東
筑
摩
郡
四
賀
村
会
田
中
学
校

小
川
　
守
人
　
　
箕
輪
町
三
日
町

笠
原
　
政
市
　
　
箕
輪
町
木
下

中
川
　
弘
見
　
　
官
田
村

友
野
　
良

一　
　
仝

永
瀬
　
康
明

　

一高
遠
町
河
南
小
学
校

根
津
　
清
志
　
　
伊
那
市
春
日
町

本
日
の
委
員
会
に
出
席
し
た
者
次
の
と
お
り
。

小
林
委
員
長
、
有
賀
副
委
員
長
、
向
山
、
田
畑
、
正
木
、
酒
井
ヽ
織
井
の
七



委
員
に
事
務
局
よ
り
吉
原
課
長
。
１
　
　
　
　
　
　
・

二
月
十
日
　
調
査
委
員
会
の
承
認
ヽ
あ
り
い
発
湘
調
査
団
を
次
の
如
く
編
成

し
本
人
に
は
委
嘱
状
を
、
ま
た
団
員
の
所
属
関
係
の
長
宛
に
本
遺
跡
発
掘
調
査

計
画
を
添
え
て
発
掘
期
間
中
、
団
員
の
派
遣
願
い
を
そ
れ
ぞ
れ
出
す
。

調
査
団
長
　
　
藤
沢
　
滲バ
平
・
　

松
本
深
志
高
校
教
諭
　
「

団
　
　
員
　
　
大
田
　
　
保
　
　
宮
口
村

″
　
　
　
　
御
子
柴
泰
正
　
　
伊
那
市
中
央
区

顧

　

間́
　
　
林
　
　
茂
樹
　
　
県
教
委
、
指
導
主
事

二
月
十
九
日
　
午
後
四
時
市
役
所
教
育
委
員
会
事
務
室
に
お
い
て
第

一
回
の

調
査
委
員
会
と
調
査
団
と
の
合
同
会
議
を
開
催
、
調
査
委
員
会
の
権
限
と
調
査

団
、
事̈
務
局
と
の
関
係
に
つ
き
確
認
し
次
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
ヶ
。

日
発
掘
の
具
体
的
進
め
方
に
つ
い
て
…
…
発
掘
計
画
、
作
業
労
力
配
分
、
準

備
設
備
、
備
品
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

０
労
力
確
保
に
つ
い
て
…
…
地
元
を
中
心
に
し
て
こ
れ
に
高
校
側
が
応
援
す

ス
υ
。
　
　
，

０
ト
レ
ン
チ
担
当
者
と
人
員
…
…
現
在
の
調
査
団
の
ほ
か
友
野
良

一
、
根
津

清
志
の
両
氏
を
新
た
に
団
員
に
委
嘱
し
、
調
査
団
を
六
人
編
成
と
す
る
。

そ
の
結
果
作
業
開
始
迄
の
手
配
と
作
業
着
手
に
際
し
て
の
直
接
計
画
が
立
ち

三
月
三
日
よ
り
八
日
ま
で
の
六
日
間
を
発
掘
期
間
と
定
め
、
こ
れ
に
総
力
を
結

集
す
る
こ
と
と
諸
準
備
の
体
制
に
入
る
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

‐本
日
の
会
議
に
出
席
さ
れ
た
関
係
者
次
の
と
お
り
。　
　
　
　
　
　
　
「

調
査
委
員
会
…
三
小
林
い
有
賀
い
向
山
一
日
畑
一
正
木
、
酒
井
〔
織
井
の
各

Ｌ̈
　
委
員
　
　
¨

調
　
査
　
団
１
…
林
ぃ
御
子
業
の
団
員
　
　
　
　
　
、

高

等
学

校
。…
‥
北
原
昌
紀
教
輸

（赤
穂
高
校
）
堀
口
貞
幸
教
諭

（伊
那
弥

　̈
生
ケ
丘
高
校
）

事
　
務
　
局
三
…
吉
原
課
長
、
保
坂
係
長
、
田
中
主
事

二
月
二
十

一
日
　
調
査
団
員
に
、追
加
の
友
野
・
根
津
両
氏
に
委
嘱
状
を
関
係

の
所
属
長
に
発
掘
計
画
を
添
え
、
発
掘
期
間
中
の
派
遣
願
い
を
出
す
。
■
た
赤

穂
高
校
、
伊
那
弥
生
ケ
丘
高
校
の
両
校
長
宛
に
郷
土
タ
ラ
ブ
委
員
の
派
遣
と
生

徒
管
理
の
教
師
派
遣
願
い
を
出
す
。　
　
‐

三
月
二
日
　
発
掘
に
要
す
る
諸
用
具
、
物
品
等
現
地
に
輸
送
す
る
と
と
も
に

富
県
支
所
に
お
い
て
発
掘
作
業
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
区
関
係
者
、

公
民
館
関
係
者
、
地
元
の
田
畑
委
員
等
と
打
合
せ
、
ま
た
富
県
小
学
校
長
に
校

舎
借
用
等
に
つ
い
て
依
頼
し
た
。
な
お
本
発
掘
期
間
中
特
に
お
世
話
を
下
さ
っ

た
御
殿
場
の
埋
橋
宅
に
期
間
中
の
本
部
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
よ
く
承
諾

〓し

て
い
た
だ
い
た
。
　

「

今
回
の
調
査
は
い
こ
れ
ら
の
表
面
採
集
遺
物
を
中
心
と
し
て
予
察
を
実
証
す

る
た
め
に
最
初
の
し
か
も
最
後
の
貴
重
な
学
術
的
調
査
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
が
、
時
間
、
予
算
と
も
に
乏
し
い
緊
急
調
査
で

あ
る
こ
と
が
全
く
残
念
に
思
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一

（吉
原
社
会
教
育
課
長
　
林
指
導
主
事
）
「　
　
‐
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三
、
一発
掘
調
査
の
経
過

・　
〓
一　
月

三̈
　
日

（小
雨
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

作
業
開
始
予
定
で
あ
つ
た
が
い
雨
天
の
た
め
中
止
、
地
元
よ
り
作
業
員
が
現

地
に
一
部
集
合
し
た
が
作
業
は
明
綱
か
ら
と
し
て
連
絡
、
了
承
し
て
も
ら
う
。

・午
前
十
時
よ
り

「
ト
レ
ン
チ
Ｌ
の
区
域
設
定
、
二
十
ケ
所
を
行
な
い
明
個
か
ら

の
作
業
準
備
を
な
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

　

一

本
日
の
調
査
団
員
　
林
茂
樹
、
御
子
柴
泰
正

事
務
局
及
関
係
者
　
吉
原
社
教
課
長
、
保
坂
係
長
竹
松

（
一
）
主
事
、
矢
沢

一́
　
　
　
　
　
　
主
事
、
酒
井
公
民
館
長
、
伊
藤
主
事

以
上
十

一
名
に
て
区
域
設
定
を
行
な
い
、
十
二
時
三
十
分
終
了
。

富
県
小
学
校
南
側
か
ら
表
面
採
集
を
始
め
る
。
土
師
器
破
片
、
縄
文
土
器
、

弥
生
式
土
器
破
片
が
若
千
認
め
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
五
～
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
は
、
土
地
造
成
が
終
了
し
て
い
る
の
で
，
明
ら
か
に
は
判
断
が
つ
か
な
い

が
住
居
址
群
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
改
良
区
の
東
側
山
麓
の
末
端
に
あ
る
六
十
～
七
十
ア
ー
ル
の
台
地
突
端

の
平
坦
部
が
工
事
を
延
期
し
て
お
い
た
地
帯
で
、
遺
物
の
散
布
密
度
の
濃
い
地

点
で
あ
る
「
す
で
に
水
路
工
事
が
行
な
わ
れ
、
理
橋
氏
宅
前
の
部
分
に
竪
穴
住

居
址
一
基
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
。　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

御
殿
場
遺
跡
の
所
在
す
る
こ
の
台
地
は
、
工
事
を
延
期
し
た
地
積

（七
三
八

六
番
地
～
七
三
八
八
番
地
・
七
三
八
九
番
地
～
七
三
九
五
番
地
）
は
、〓五
〇
五

一
平
方
，
■
■
ル
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
¨
１

一　
一
　
　
　
　
・
．　
一　
・

表
面
採
渫
を

・
行
な
つ
た
，結
果
、
ｒｔ
つ
台
地
上
の
北
側
に
密
度
が
濃
く
い
南
側

西
側
ヽ
相
当
に
認
め
ら
れ
る
が
、
中
央
部
は
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
の
で
，
最
も
密
集
し
た
七
三
九
一
番
地
か
ら
七
三
九
五
番
地
の
地
帯
に
主

力
を
集
中
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
調
査
期
日
が
六
日
間
で
予
算
も
乏

し
い
の
で
、
こ
の
集
積
址
全
体
を
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
　
　
　
　
　
　
・

試
掘
構
設
定
を
行
な
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
十
四
本
に
杭
が
打
た
れ
た
。

第

一
ト
レ
ン
チ
～
第
八
ト
レ
ン
チ
を
北
部
に
、
第
九
、
第
十
ト
レ
ン
チ
を
中
央

部
東
端
に
、
第
二
十
二
、
第
二
十
三
ト
レ
ン
チ
を
西
端
に
、
第
二
十

一
訃
レ
ン

チ
、
第
二
十
四
、
第
二
十
五
ト
レ
ン
チ
を
南
西
隅
に
設
定
し
た
。

（図
参
照
）

〓
一　
月
　
四
　
日

（曇
天
）
作
業
第

一
日

八
時
三
十
分
調
査
委
員
会
、
調
査
団
員
、
事
務
局
関
係
者
現
地
に
集
合
。

伊
那
市
教
育
委
員
長

（調
査
委
員
会
副
委
員
長
）
有
賀
京

一
氏
の
く
わ
入
れ

式
に
続
い
て
林
指
導
主
事
か
ら
作
業
上
の
指
示
が
あ
り
、
調
査
団
員
の
紹
介
が

行
な
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

作
業
は
各
ト
レ
ン
チ
責
任
者
に
調
査
団
員
が
あ
た
り
、
労
力
を
均
等
に
分
け

て
試
掘
が
開
始
さ
れ
た
。
九
時
過
ぎ
伊
那
市
公
民
館
関
係
職
員

（館

長

・
主

事
）
の
参
加
を
得
て
作
業
能
率
が
あ
が
る
。

本
日
の
調
査
員
　
有
賀
京

一
，
小
林
重
男
、
田
畑
清
美
い
正
木

一
美
、
酒
井

一
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
，

調
査
団
員
　
林
茂
樹
、
大
田
保
、
御
子
柴
泰
正
、
一友
野
良

ず
、
根
津
清
志

事
務
局
関
係
ヽ
吉
原
課
長
、
保
坂
係
長
い
田
中
主
事
　
　
・
一

‥
作
業
員
及
び
参
加
者

（地
元
十
九
名
及
び
公
民
館
関
係
職
員
十
二
名
）
吉
田

金
衛
、
池
田
方
治
「
吉
沢
圭
三
、
吉
沢
昌
人
、
田
畑
宗
太
、ヽ
田
畑
兼
喜
、
下
島

昇
治
、
竹
松
喜
平
、
牛
山
権
衛
い
北
沢
安
雄
、三
中
原
今
朝
男
、
理
橋
利
直
ｒ
小

牧
一
衛
、
正
木
久
子
、
北
原
あ
い
子
、
宮
下
幸
ず
、
中
村
康
重
、
田
畑
福
身
、

中
村
孝
雄
　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
一　
一　
　
　
・　
　
　
，
¨
　

・■
一

本
日
の
試
掘
状
況
は
次
０
と
お
り
で
あ
る
。

（　
）
は
ト
レ
ン
チ
主
任



一

ヽ

一
訃
レ
ン
チ

（大
田
保
、
）
人

夫
五
人
は
耕
土
五
〇
錦
で
以
下
褐

色
口
■
ム
層
に
達
す
る
。
中
央
部

深
さ
三
〇
ｍ
に
配
石
が

認

め

ら

れ
、
石
棒
状
自
然
石
が
倒
れ
、
勝

坂
式
土
器
破
片
、
三
箇
体
分
が
配

石
上
に
媚
集
し
た
状
態
で
出
土
し

た
っ
特
殊
な
遺
構
と
思
わ
れ
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
（御
子
柴
泰
正
）

ｏ
人
夫
四
人
は
竪
穴
址
の
一
部
が

検
出
さ
れ
た
。
深
さ

は
六
〇

％

で
純
黒
色
土
層
が
充
満

し

て

い

スリ
。北

側
床
面
に
近
く
、
土
師
器
、

婉
、
甕
の
破
片
、
鉄
製
品
、
中
央
部
か
ら
配
石
が
検
出
さ
れ
た
。

第
三
ト
レ
ン
チ

（御
子
柴
泰
正
、
）
人
夫
四
名
西
側
に
竪
穴
住
居
址
の
一
部

が
認
め
ら
れ
、
床
面
の
深
さ
六
〇
セ
イ
チ
で
勝
坂
式
土
器
片
、
石
斧
等
が
蝿
集

し
て
出
土
す
る
。

第
四
ト
レ
ン
チ

（太
田
保
）
、
人
夫
四
名
表
土
黒
色
土
層
は
深
さ
四
〇
セ
ン

チ
で
口
■
ム
層
に
達
す
る
。
南
端
に
小
形
土
偶
の
首
部
が
検
出
さ
れ
、
竪
穴
址

の
一
部
が
認
め
ら
れ
る
。
西
部
か
ら
、
縄
文
中
期
初
頭
上
器
二
箇
体
分
の
破
片

が
深
さ
四
〇
セ
ン
チ
に
出
土
し
、
つ
づ
い
て
竪
穴
址
と
思
わ
れ
る
お
ち
こ
み
部

分
か
ら
勝
坂
式
土
器
片
が
出
土
す
る
。
■
レ
ン
チ
に
直
角
に
支
舞
七
メ
ー
ト
ル

を
設
定
す
る
。
こ
の
北
部
深
さ
四
〇
セ
ン
チ
に
若
千
の
配
石
遺
構
が
認
め
ら
れ

縄
文
土
器
々
台

（勝
坂
式
）
が
出
土
し
た
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
は

一
面
に
士
器
破

片

（勝
坂
式
）
が
散
乱
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。

第
五
ト
レ
ン
チ

（友
野
良

一
）
、
人
夫
三
名
台
地
北
側
の
こ
の
ト
レ
ン
チ
は

黒
色
土
厚
く
、
中
央
部
に
竪
穴
址
ら
し
い
お
ち
こ
み
が
出
土
す
る
。
黒
色
土
の

自
然
推
積
の
厚
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
で
竪
穴
址
は
、
深
さ
七
〇
セ
ン
チ
で
明
瞭
に

区
別
さ
れ
た
。
縄
文
土
器
破
片

（加
曽
利
Ｅ
式
類
似
）
が
多
く
出
土
す
る
。
こ

の
東
部
に
幅
三
〇
セ
ン
チ
の
濤
状
の
も
の
が
口
「
ム
唐
内
に
認
め
ら
れ
た
「

第
六
ト
レ
ン
チ

（友
野
良

一
）
、
人
夫
四
名
台
地
の
突
端
に
近
い
こ
の
ト
レ

ン
チ
は
住
居
址
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
。．
果
し
て
中
央
部
に
お
ち
こ
み
部
分
が

あ
り
い
竪
穴
址
が
確
認
さ
れ
た
。
表
土
か
ら
深
さ
六
〇
セ
／
チ
、
南
部
の
自
然

推
積
は
三
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縄
文
式
土
器

（中
期
初
頭
お
よ
び
勝
．坂

式
土

器
）
多
数
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

第
七
ト
レ
ン
チ

（御
子
柴
泰
正
）
、
人
夫
六
名
台
地
の
最
西
突
端
部
層
位
確

認
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
特
に
長
く
二
〇
π
で
あ
る
が
、
黒

色
土
の
深
さ
は
、
厚
さ
三
〇
セ
ン
チ
で
比
較
的
薄
い
。
南
部
か
ら
若
千
の
縄
文

土
器
破
片
が
出
土
し
た
ほ
か
、
無
遺
物
層
が
多
い
。
中
央
部
を
縦
断
す
る
ロ
ー

ム
面
下
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
の
涛
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
内
部

か
ら
縄
文
土
器

（勝
坂
式
）
細
片
が
出
土
し
た
。

第
八
ト
レ
ン
チ

（大
田
保
）
、
人
夫
五
名
午
後
に
な
り
、
第
六
ト
レ
ン
チ
と

第
四
ト
ツ
ン
チ
の
間
に
南
北
方
向
の
溝
を
′入
れ
る
。
中
央
部
に
か
な
り
広
い
お

ち
こ
み
が
あ
り
、
竪
穴
址
と
思
わ
れ
る
。
縄
文
土
器

（加
曽
利
Ｅ
式
）
破
片
が

多
量
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

第
九
ト
レ
ン
チ

（林
茂
樹
）
、
人
夫
八
名
午
後
に
な
り
、
理
橋
良
二
氏
宅
の

北
側
に
東
西
方
向
長
さ
一
五
π
の
本
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
か
つ
て
大
正
年

代
に
一
塗
採
有
孔
鍔
付
土
器
お
よ
び
円
筒
型
土
器
を
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
地

点
で
あ
る
。
中
央
部
か
ら
深
さ
六
〇
セ
ン
チ
の
お
ち
こ
み
部
が
あ
り
、
加
曽
利



Ｅ
式
土
器
を
多
量
に
出
土
し
た
。

一
部
○
○
の
結
果
、
敲
床
面
柱
穴

が
出
上
し
、
竪
穴
址
と
認
め
る
。

西
部
に
深
さ
四
〇
セ
ン
チ
の
小
ピ

ッ
ト
が
あ
り
、
勝
坂
式
土
器
片
を

出
上
し
た
。

第
十
ト
レ
ン
テ

（根
津
清
志
）

人
夫
十
名
第
九
ト
レ

ン
チ
と
直

角
方
向
に
、
前
記
理
橋
氏
宅
南
側

に
長
さ
十
二
π
の
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
た
。
土
層
は
自
然
状
態
で
黒

色
土
層
三
〇
“
以
下
ュ
ー
ム
層
と

な
る
。
南
部
に
近
く
、
深
さ
六
〇

セ
ン
チ
の
お
ち
こ
み
を
発
見
し
た
が
、
瀬
戸
物
が
多
く
出
土
し
、
ご
み
す
て
穴

の
理
没
し
た
も
の
と
判
定
し
た
。
北
部
黒
色
土
層
中
よ
り
、
打
製
石
斧

一
、
土

器
小
片
二
を
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
。

第
十

一
ト
レ
ン
チ

（″御
子
柴
泰
正
）
、
人
夫
六
名
第

一
ト
レ
ン
チ
の
西
側
に

平
行
に
設
定
し
た
長
さ

一
三
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
黒
色
土
層
厚
さ
四
〇
セ

ン
チ
で
ロ
ー
ム
面
に
達
す
る
。
中
央
部
と
北
部
の
ロ
ー
ム
面
に
配
石
遺
構
が
そ

れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
、
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
の
大
型
土
器
破
片
多
数
が
出

上
し
た
。
竪
穴
址
の
存
在
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
た
。

第
十
二
ト
レ
ン
チ

（
大
田
保
）
人
夫
六
名

。
第
十

一
ト
レ
ン
チ
の
西
側
に
並

行
し
て
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
長
さ
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
。
黒
色
土
層
は
三
〇
セ

ン
チ
で
ロ
ー
ム
層
に
達
す
る
が
中
央
部
は
四
〇
セ
ン
チ
で
や
や
低
い
。
黒
色
土

層
中
に
、
炭
化
物
が
多
量
に
認
め
ら
れ
る
。
禾
本
科
植
物
の
炭
化
物
推
積
と
思

わ
れ
る
。

第
二
十

一
ト
レ
ン
チ

（根
津
清
志
）
人
夫
六
名

。
台
地
の
中
央
部
東
西
端
に

設
け
ら
れ
た
長
さ

一
五
メ
ー
ト
ル
の
試
掘
薦
で
あ
る
。
黒
色
土
層
は
意
外
に
厚

く
、
厚
さ
四
〇
セ
ン
チ
か
ら
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
石
斧

一
、
勝
坂
式
土
器

二
片
が
出
土
し
た
の
み
で
遺
構
ら
し
い
も
の
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
十
二
ト
レ
ン
チ

（根
津
清
志
）
人
夫
六
名

。
中
央
部
西
端
に
設
け
ら
れ

た
本
ト
レ
ン
チ
は
、
黒
色
土
層
厚
さ
四
〇
セ
ン
チ
で
ロ
ー
ム
層
と
な
る
が
、
下

層
に
燃
土
が
多
量
に
あ
ゲ
、
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
片
、
焼
け
た
上
が
多

量
に
出
土
し
た
。

第
二
十
三
ト
レ
ン
チ

（根
津
清
志
）
人
夫
六
名

・
台
地
の
中
央
部
北
よ
り
に

設
け
ら
れ
た
長
さ

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
黒
色
土
層
は
南
部
で

深
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
中
央
部
で
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
で
ロ
ー
ム
層
に
達
す
る
。
南

部
に
お
ち
こ
み
部
分
が
検
出
さ
れ
、
勝
坂
式
土
器
片
、
群
が
出
土
し
た
。

〓
一　
月
　
五
　
日

（
曇
天
）
作
業
第
二
日

昨
日
に
引
続
き
ト
レ
ン
チ
作
業
実
施
す
。
午
後
二
時
調
査
団
長
藤
沢
宗
平
先

生
到
着
し
午
後
三
時
よ
り
団
長
を
中
心
に
調
査
団
員
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
本
発
掘
の
地
域
設
定
を
定
め
、
本
発
掘
に
着
手
す
る
。

（
五
ケ
所
）

一
方
、
市
工
務
課
に
よ
り
平
板
測
量
の
地
形
図
の
作
成
が
始
ま
っ
た
。

夕
刻
ま
で
に
六
号
住
居
跡
、
二
三
号
住
居
跡
等
が
発
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、

カ
ナ
、
ツ
ボ
類
が
各
住
居
毎
に
発
見
さ
れ
る
。

本
日
の
調
査
委
員
　
田
畑
清
美
、
正
本

一
美

調
査
団
員
　
　
藤
沢
宗
平
、
林
茂
樹
、
大
田
保
、
御
子
柴
泰
正
、
友
野
良

一

根
津
清
志

市
文
化
財
委
員
　
細
田
義

一
、
松
沢
新
右
工
門
、
辰
野
伝
衛

第 5図 発 掘 調 査 状 況



事
務
局
関
係
者
　
吉
原
、
保
坂
、
田
中
、
竹
松
、
伊
藤

（
安
）
　

工
務
課
―

伊
沢
、
酒
井
両
主
事

作
業
員

（
地
元
二
十
九
名
、
赤
穂
高
校
生
三
名
）
中
原
今
朝
男
、
小
牧

一
衛

織
井
常
三
、
牛
山
芳
美
、
牛
山

一
、
黒
河
内
き
の
え
、
伊
藤

一
恵
、　
理

橋

常

貞
、
池
田
方
治
、
尾
名
高
百
太
郎
、
吉
田
金
衛
、
吉
沢
圭
三
、
下
尾
茂
雄
、
理

橋
和
人
、
中
村
孝
雄
、
北
沢
克
彦
、
田
中
正
男
、
宮
下
幸

一
、
牛
山
権
衛
、
小

池
和
人
、
下
島
昌
二
、
北
沢
六
馬

（半
日
）
、
宮
崎
八
千
代

（半
日
）
、
小
牧

泰
助
、
′小
池
伝
造
、
竹
松
文
雄
、
田
畑
徳
門
、
吉
沢
昌
人
、
唐
沢
淳

（半
日
）

（高
校
生
）
鈴
木
紫
郎
、
飯
島
哲
朗
、
小
平
修

一
。

昨
日
試
掘
を
開
始
し
た
各
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
、
第
二
、
第
四
、
第
五
、
第
六

第
二
十
三
の
各
■
レ
ン
チ
の
状
況
が
特
に
顕
著
で
あ
り
、
遺
構
の
存
在
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
調
査
員
を
集
中
し
て
発
掘
を
す
す
め
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
土
師
式
の
竪
穴
住
居
址
が
検
出
さ
れ
、

「
石
旦
か
ま

ど
」
が
検
出
さ
れ
、
土
師
器
椀
、
鉄
製
鎌
等
が
出
土
し
た
。
二
号
住
居
址
と
命

名
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
五
号
ト
レ
ン
チ
東
部
か
ら
縄
文

（加
曽
利
Ｅ
式
）
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る

竪
穴
住
居
址
が
し
だ
い
に
姿
を
明
ら
か
に
し
て
ぐ
る
。
第
五
号
住
居
址
と
命
名

す
る
。
第
六
号
ト
レ
ン
チ
か
ら
縄
文

（勝
取
式
）
期
竪
穴
住
居
址
が
検
出
さ
れ
る
。

六
号
住
居
址
と
命
名
す
る
。

第
二
十
三
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
、
床
面
に
接
し
て
、
埋
甕
が
検
出
さ
れ
、
床
面

追
跡
の
結
果
、
炉
址
、
柱
穴
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
二
十
三
号
住
居
址
と
す

２つ
。第
四
ト
レ
ン
チ
を
北
方
に
延
長
し
て
調
査
し
た
結
果
、
ロ
ー
ム
内
に
東
西
方

向
に
、
溝
状
の
遺
構
を
検
出
す
る
”
勝
坂
式
土
器
、
石
器
を
多
量
に
出

土

し

た
。
現
況
、
長
さ
六
れ
、
巾

一
π
、
深
さ

一
、
二
％
の
Ｖ
字
状
の
溝

で

あ

っ

た
。
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
十
三
ト
レ
ン
チ
、
台
地
の
中
央
部
北
端
よ
り
に
走
る
農
道
に
沿
っ
て
長
さ

五
〇
％
の
本
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
黒
土
の
堆
積
層
は
北
部
で
二
〇
セ
ン
チ

南
部
で
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
中
央
部
三
〇
π
は
六
〇
セ
ン
チ
で
広
い
凹
部

が
確
認
さ
れ
る
。
土
器
の
出
土
も
多
く
、
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
式
が
顕
著
で
あ

る
。
あ
る
い
は
接
続
し
た
住
居
址
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
。
各
ト
レ
ン
チ
の
調

査
は
、
以
上
の
よ
う
に
住
居
址
群
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
点
、
大
き
な
成
果

で
あ

っ
た
っ
四
時
半
終
了
す
る
。

〓
一　
月
　
ュハ
　
日

（曇
天
）
作
業
第
三
日

本
発
掘
続
行
¨
昨
日
に
引
続
き
二
号
、
五
号
、
十
三
号
等
各
住
居
址
発
見
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
全
ぼ
う
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
担
当
の
調
査
団
員
は

団
長
を
中
心
に
専
門
的
調
査
と
記
録
が
入
念
に
始
ま
る
。
作
業
員
も
住
居
址
と

遺
物
出
土
に
よ
り
熱
が
入
り
、
作
業
も
ピ
ツ
チ
が
あ
が
る
。

作
業
終
了
後
、
藤
沢
調
査
団
長
宿
泊
の
扇
子
屋
旅
館
に
調
査
団
員
六
名
の
全

員
と
小
林
教
育
長

（調
査
委
員
会
委
員
長
）
及
び
事
務
局
よ
り
吉
原
課
長
、
保

坂
係
長
等
集
合
、
本
日
ま
で
の
遺
跡
発
掘
の
現
況
に
対
す
る
検
討
と
、
今
後
調

査
の
進
め
方
に
つ
い
で
協
議
を
行
な
う
。
そ
の
結
果
ハ
作
業
日
程
が
三
月
八
日

ま
で
の
計
画
で
あ
る
た
め
、
明
日
よ
り
住
居
跡
の
記
録

（実
測
）
を
と
る
こ
と

と
、
他
の
住
居
跡
の
発
一掘
仕
上
げ
に
重
点
を
指
向
す
る
こ
と
。
叉
作
業
労
力
の

都
合
が
許
せ
ば
十

一
号
、
十
二
号
、
十
三
号
、
二
十
六
号
訃
レ
ン
チ
の
調
査
を

進
め
る
こ
と
を
確
認
し
合

っ
た
。

本
日
の
調
査
委
員
　
小
林
重
男
、
田
畑
清
美
、
酒
井

一
美

調
査
団
員
　
藤
沢
団
長
、
林
茂
樹
、
大
田
保
、
御
子
柴
泰
正
、
友
野
良

一
、

根
津
清
志



事
務
局
関
係
　
吉
原
、
保
坂
、
田
中
、
竹
松
、
伊
藤

作
業
員

（
地
元
二
十
五
名
、
赤
穂
高
校
生
三
十
名
、
他
中
学
高
校
生
三
名
）

田
中
正
男
、
宮
下
幸

一
、
下
島
昌
二
、
牛
山
権
衛
、
田
畑
宗
太
、
吉
田
金
衛
、

池
田
方
治
、
竹
松
文
雄
、
吉
沢
昌
人
、
中
村
秀
男
、
小
池
伝
造
、
牛
山
初
、
牛

山
芳
美
、
橋
爪
静
夫
、
中
原
今
朝
男
、
中
村
孝
雄

（半
日
）
、
藤
沢
善
平
、
鹿

野
省
三
、
下
尾
茂
夫
、
理
橋
和
人

（半
日
）
、
北
沢
六
馬
、
北
沢
克
彦
、
伊
藤

一
恵
、
伊
藤
喜
芳
、
唐
沢
淳
。

（高
校
生
）
唐
沢
正
弘
、
平
沢
保
、
唐
沢
保
、
宮
沢
多
勢
子
、
福
沢
照
子
「
今

井
春
子
、
赤
羽

一
生
、
飯
島
哲
朗
、
松
沢
道
子
、
林
広
子
、
村
田
利
子
、
小
田

切
み
ち
よ
、
伊
藤
安
子
、
高
山
節
子
、
鈴
木
紫
郎
、
小
田
切
明
、
中
山
し
げ
子

池
上
か
ず
み
、
宮
沢
と
き
子
、
牧
田
実
、
平
沢
文
博
、
小
平
修

一
、
平
田
三
枝

子
、
有
賀
す
み
え
、
高
山
千
代
子
、
宮
下
修
治
、
滋
辺
清
人
、
高
橋
明
夫
、
中

村

一
夫
、
新
井
新

一
、
林
隆
、
三
沢
孝
義
、
小
池
実

本
日
の
発
掘
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昨
日
の
発
掘
を
そ
の
ま
ま
つ
づ
け
る
。　
　
　
、

第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
東
南
隅
付
近
に
青
色
粘
土
の
生
の
も
の
が
塊
状
と
な
っ
て

発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
接
し
て
上
の
色
が
や
や
褐
色
を
増
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ

れ
、
そ
の
付
近
に
周
壁
ら
し
い
も
の
を
推
定
す
る
。
さ
ら
に
、
ト
レ
ン
チ
の
東

端
か
ら
約
二
米
西
に
離
れ
て
、
床
面
と
思
わ
れ
る
堅
い
層
か
ら
二
五
糎
程
浮
い

て
土
師
器
の
外
が
つ
づ
い
て
ニ
ケ
発
見
さ
れ
、
床
面
と
思
わ
れ
る
堅
い
層
に
鉄

製
品
が
出
土
し
、
遺
物
の
出
土
が
つ
づ
く
の
で
、
こ
の
付
近
に
床
面
を
推
定
し

土
師
式
住
居
地
の
存
在
を
確
認
す
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
第
四
ト
レ
ン
チ
か
ら
派
生
し
た
ト
レ
ン
チ
の
つ
づ
き
と
第

ニ
ト
レ
ン
チ
の
西
側
へ
の
延
長
と
交
わ
る
付
近
か
ら
第
ニ
ド
レ
ン
チ
の
北
側
に

沿
っ
て
黒
上
の
落
ち
こ
み
が
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
落
ち
こ
み
は
済
と
な
っ
て
東

西
に
つ
づ
き
、
そ
の
凹
地
の
上
部
は
巾
約

一
米
、
深
さ

（赤
土
層
に
掘
り
込
ん

で
）
三
四
糎
、
断
面
は
Ｖ
字
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
濤
の
東
端
は
第
三
ト
レ

ン
チ
の
中
央
部
付
近
で
終

っ
て
い
て
、
そ
の
長
さ
は
約
二
五
米
計
測
さ
れ
る
。

側
壁
に
勝
坂
式
類
似
土
器
が
張
り
つ
い
て
い
て
、
こ
の
施
設
が
縄
文
中
期
頃
に

あ

つ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
涛
の
東
端
に
近
い
と
こ
ろ
、
黒
土
層
の

上
に
礫
多
く
、
勝
坂
式
類
似
土
器
の
破
片
も
多
い
。
な
お
、
こ
の
溝
状
凹
地
の

北
側
に
勝
坂
式
に
類
す
る
土
器
破
片
が
多
数
蝿
集
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二

ト
レ
ン
チ
の
東
半
分
に
中
期
初
頭
形
式
土
器
の
破
片
若
千
が
出
土
し
て
い
る
。

第
四
ト
レ
ン
チ
、
派
生
す
る
ト
レ
ン
チ
が
分
岐
す
る
付
近
か
ら
勝
坂
式

・
加

曽
利
Ｅ
式
土
器
片
が
混
存
し
て
い
る
。
派
生
ト
レ
ン
チ
に
は
中
期
初
頭
形
式
の

も
の
な
い
し
は
そ
の
付
近
の
も
の
を
主
体
と
し
、
勝
坂
式
類
似
土
器
が
混
在
ル

て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第
五
■
レ
ン
チ
、
外
径

一
・
三
～

一
・
四
米
、
内
径
九
〇
場
の
炉
址
は
、
七

ケ
の
自
然
石
が
楕
円
形
に
並
べ
ら
れ
、
東
側
の
炉
址
は
住
居
廃
止
後
に
除
か
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
欠
け
て
い
る
。
炉
の
中
に
は
点
々
し
煉
瓦
状

焼
土
層

が

あ

スリ
。炉
端
か
ら
東
方
に
七
〇
彩
、
さ
ら
に
北
に
偏
っ
て
甕
形
土
器
が
倒
立
し
て
底

面
を
床
面
と
ほ
ぼ
水
平
に
お
き
、
炉
端
か
ら
南
方
に
七
五
彬
、
さ
ら
に
西
に
偏

っ
て
同
じ
く
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
と
思
わ
れ
る
も
の
が
倒
立
状
態
で
存
在
し

て
い
る
。
後
者
は
底
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
底
面
に
一
孔
が
あ
っ
た
か

否
か
十
分
に
確
か
め
得
な
か
っ
た
。

第
六
■
レ
ツ
チ
、
約
六
ヶ
の
細
長
い
自
然
石
が
外
径
五
八
×
五
二
彩
、
内
径

四
〇
×
三
五
”
の
石
囲
い
を
作
っ
て
炉
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
住
居
址
の
東

壁
か
ら
東
南
壁
は
、
炉
端
か
ら
二
研
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
赤
土
層
が
約

二
〇
場
の
高
さ
に
計
測
さ
れ
、
西
壁
は
十
分
に
確
め
ら
れ
な
い
が
、
炉
端
か
ら



約

一
・
五
研
離
れ
た
と
こ
ろ
に
約

一
〇
場
の
赤
土
層
の
高
ま
り
が
あ

っ
て
、
こ

れ
が
西
壁
を
な
す
ら
し
い
。
北
壁
は
、
炉
端
か
ら
約
二
研
離
れ
た
と
こ
ろ
に
赤

土
層
の
約

一
五
影
の
高
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
住
居
址
は
、
赤
土
層
に
一

〇
な
い
し
二
〇
”
掘
り
こ
ん
だ
程
度
な
の
で
周
壁
を
探
す
の
に
困
難
を

感
ず

る
。
北
側
に
み
ら
れ
る
柱
穴
址
ら
し
い
小
穴
は
、
そ
の
付
近
か
ら
加
曽
利
Ｅ
式

類
似
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
別
な
遺
構
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。

第

一
三
ト
レ
ン
チ
、　
一
昨
日
設
定
し
発
掘
を
す
す
め
た
本
ト
レ
ン
チ
は
、
西

端
は
二
五
～
三
〇
場
で
赤
土
層
に
達
し
、
黒
土
層
は
西
遺
跡
の
西
に
行
く
に
従

い
傾
斜
に
沿
っ
て
薄
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
央
部
付
近
か
ら
東

に
三
ケ
所
に
わ
た
っ
て
縄
文
土
器
の
破
片
が
媚
集
し
て
い
る
の
が

認
め
ら

れ

る
。
最
も
西
の
部
分
と
そ
の
東
の
媚
集
し
て
い
る
土
器
片
は
勝
坂
式
類
似
土
器

片
て
、
さ
ら
に
東
の
部
分
の
も
の
は
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
片
で
あ
る
。
真
中

の
土
つ
媚
集
し
て
い
る
部
分
を
拡
げ
る
こ
と
に
し
て
発
掘
を
す
す
め
る
‐。
部
分

的
に
火
熱
を
受
け
て
い
る
ら
し
い
。
　
‐

第
二
三
ト
レ
ン
チ
、
既
に
発
見
さ
れ
た
直
立
す
る
土
器
を
縄
文
中
期
の
竪
穴

住
居
内
に
よ
く
み
る
理
甕
と
の
推
測
の
下
に
、
ド
レ
ン
チ
を
拡
張
中
に
、
埋
甕

か
ら
約
二
。
一
研
離
れ
て
北
側
に
径
一
ｙ
、
深
さ
三
二
場
の
竪
穴
式
炉
と
思
わ

れ
る
も
の
を
発
見
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
炉
を
中
心
に
半
径
約
三
研
の
円
形
プ

ラ
ン
の
住
居
を
推
測
し
、
床
面
沿
い
に
主
柱
穴
を
探
す
が
、
思
う
よ
う
に
な
か

な
か
発
見
出
来
な
い
「
炉
址
か
ら
西
及
び
北
側
に
は
適
当
な
柱
穴
址
を
探
す
こ

と
が
出
来
な
い
ば
か
り
か
、
第
六
ト
レ
ン
チ
同
様
に
、
竪
穴
の
側
壁
ら
し
い
も

の
に
も
当
ら
ず
、
僅
か
に
、
南
及
び
北
部
に
赤
土
層
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
を
側
壁
と
推
側
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
炉
址
か
ら
東

三
研
の
と
こ
ろ
に
別
の
竪
穴
式
炉
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
二
つ
の
住
居

が

一
部
重
な
り
合
う
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
る
の
を
知
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
東
側
に
も
周
壁
ら
し
い
も
の
は
探
し
え
な
か
っ
た
。
最
初
に
発
見
し
た
竪

穴
式
炉
を
中
心
と
し
て
住
居
を
考
え
た
場
合
、
結
局
、
二
つ
の
住
居
が
重
な
っ

た
た
め
に
そ
の
接
触
な
い
し
交
わ
る
部
分
の
地
山
は
両
側
か
ら
削
り
と
ら
れ
て

平
地
化
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
よ
り
外
に
説
明
し
よ
う
が
な
い
っ

第
二
三
号
の
一
址
の
場
合
、
柱
穴
址
と
床
面
の
つ
づ
き
を
追
ヶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
規
模
を
推
定
す
る
よ
り
外
に
道
が
な
い
こ
と
を
知
る
。
炉
址
の
中
心

か
ら
理
甕
の
外
側
ま
で
の
距
離
二

・
八
五
研
、
炉
址
の
中
心
と
柱
穴
Ｐ

・
Ｉ
の

外
側
ま
で
の
距
離
三
研
、
炉
址
は
、
こ
の
竪
穴
住
居
址
の
中
心
と
い
う
ふ
う
に

考
え
る
よ
り
は
、
北
な
い
し
西
に
偏
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
の
下
に
柱
穴

の
配
列
を
考
え
る
と
、
炉
址
の
中
心
と
Ｐ

・
１４
の
外
側
の
距
離
二

。
一
研
、
Ｐ

・
・９

（或
は
東
南
隅
の
Ｐ

。
１
な
ら
三

・
一
五
研
）
と
の
距
離
二

・
四
研
が
計

測
さ
れ
る
、
ン」
の
四
点
を
結
ぶ
と
、南
北
五

・
五
研
内
外
、
東
北
四

・
五
研
内
外

の
楕
円
形
の
プ
ラ
ン
が
推
定
さ
れ
る
。
主
柱
の
位
置
は
、
Ｐ

。
３
、
Ｐ

ｏ
７
、

Ｐ

・
Ｈ
、
Ｐ

・
１５
、
Ｐ

・
・９
な
ど
が

一
つ
の
プ
ラ
ン
と
し
て
、
さ
ら
に
Ｐ

・
１

Ｐ

・
・４
ヽ
Ｐ

。
・２
な
い
し
Ｐ

・
１３
、
Ｐ

・
６
、
東
南
隅
の
Ｐ

一
１
な
ど
が
次
の

プ
ラ
ン
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
主
柱
を
五
本
と
考
え
て
の

こ
と
で
あ
る
が
、
四
本
と
す
れ
ば
Ｐ

・
１５
或
は
Ｐ

・
６
を
除
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
が
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
側
と
南
東
側
の
涛
は
こ
の
住
居
址
の
周

溝
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

〓
一　
月
　
七
　
日

（
雨
天
）

早
朝
ょ
り
終
日
雨
天
の
た
め
、
本
発
掘
作
業
中
止
す
。
藤
沢
団
長
、
友
野
団

員
指
導
の
も
と
に
理
橋
氏
土
蔵
前
に
山
と
積
ま
れ
た
出
土
遺
物

（土
器
、
石
器

類
等
）
の
水
洗
い
と
ト
レ
ン
チ
別
の
遺
物
整
理
を
行
な
う
。

本
日
の
調
査
委
員
　
有
賀
京

一

本
日
の
調
査
団
員
　
藤
沢
宗
平
、
友
野
良

一



四 吉

負昼

事
務
局

作
業
員

橋
勇

一

保
坂
内
女
三
）
橋
爪
た
き
子
、
理
橋
か
つ
子
、
橋
爪
房
子
、
理

な
お
、
林
指
導
主
事
は
本
朝
、
県
へ
帰
庁
、
藤
沢
団
長
学
校
の
都
合
で
午
後

六
時
の
ミ
ス
ズ
急
行
バ
ス
に
て
帰
松
す
。

〓
一　
月
　
八
　
日

（雨
。
雪
）

昨
日
に
引
続
き
悪
天
候
に
よ
り
発
掘
作
業
不
能
。
日
程
が
本
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
関
係
で
、
土
地
改
良
区
に
日
程
の
延
期
に
つ
い
て
要
請
。
そ
の
結
果
、

十

一
日
ま
で
の
延
期
を
承
認
さ
れ
る
。

一
方
、
遺
物
の
整
理
を
昨
日
に
引
続
き
実
施
し
、
夕
刻
ま
で
に
、
六
日
ま
で

に
出
土
し
た
も
の
全
部
水
洗
い
を
完
了
す
る
。

「
ト
レ
ン
チ
」
別
、
住
居
址
別

に
そ
れ
ぞ
れ
整
理
完
了
す
る
。

本
日
の
調
査
委
員
　
調
査
団
員
の
出
席
な
し
。

事
務
局
　
吉
原
、
保
坂
、
田
中

作
業
員

（五
名
、
内
女
三
）
橋
爪
た
き
子
、
橋
爪
房
子
、
理
橋
か
つ
子
、
埋

橋
勇

一
、
理
橋
義
一

な
お
、
本
日
を
作
業
の
最
終
日
と
し
て
伊
那
市
文
化
財
委
員
が
出
席
の
予
定

，

に
な
っ
て
い
た
の
で
次
の
委
員
が
現
地
に
み
え
た
が
雨
天
の
た
め
見
学
に
と
ど

ま
る
。
細
田
義

一
、
松
沢
新
右
衛
門
、
唐
沢
巌
、
三
沢
久
男

〓
一　
月
　
九
　
日

（晴
）
作
業
第
四
日

昨
日
の
降
雪
二
、
五
鍬
あ
り
、
条
件
は
悪
い
が
日
程
の
都
合
上
ヽ
天
候
回
復

を
ま
ち
作
業
再
開
す
。
除
雪
作
業
と
本
発
掘
の
仕
上
げ
、　
一
部
友
野
団
員
指
導

に
よ
る
住
居
跡
の
実
測
が
始
ま
る
。
夕
刻
ま
で
に
五
住
居
址
の
大
要
が
調
査
団

〓
一　
員
に
一
っ
て
把
握
さ
れ
た
。
藤
沢
個
長
、
午
後
四
時
現
地
に
松
本
よ
り
到
着
す

′
り

。

l・
■

事
務
局
　
吉
原
、
保
坂
、
田
中

作
業
員

（
地
元
二
十
名
、
赤
穂
高
校
生
四
名
）

士
口
田
金
衛
、
中
村
き
よ
子

下
尾
茂
雄
、
小
牧
堅
治
、
中
村
秀
男
、
桜
井
明
、
小
牧
泰
助
、
小
牧
良
人
、
池

田
方
治
、
田
畑
福
身
、
橋
爪
静
夫
、
酒
井
義
祐
、
理
橋
勇

一
、
口
畑
兼
喜
、
吉

沢
昌
人
、
北
沢
安
雄
、
田
中
正
雄
、
宮
下
幸

一
、
北
沢
克
形
、
山
岸
久
男

（高
校
生
）
赤
羽

一
生
、
北
沢
修
治
、
久
保
田
千
代
子
、
有
賀
す
み
え

本
日
の
発
掘
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
ニ
ト
レ
ン
チ
、
天
候
で
二
日
開
発
掘
を
中
止
し
て
い
た
本
ト
レ
ン
チ
の
全

貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ト
レ
ン
チ
の
北
側
を
清
掃
し
て
北
壁
を
探
し
当
て

こ
れ
に
沿
っ
て
調
査
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
カ
マ
ド
を
発
見
す
る
。
カ

マ
ド
の
主
体
部
は
破
壊
し
、
僅
か
に
両
側
壁
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
両

側
壁
の
外
側
の
巾
は
八
〇
セ
ン
チ
ヽ
奥
行
は
焼
土
面
か
ら
煙
道
付
逓
ま
で
で

一

¨
五
メ
ー
ト
ル
、
焼
土
面
の
前
面
の
青
色
粘
土
の
小
塊
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
計

測
す
れ
ば
ニ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
カ
マ
ド
の
側
壁
は
小
塊
を
骨
組
み
に
し
て
粘

土
で
固
め
た
と
思
わ
れ
る
。
カ
マ
ド
か
ら
少
し
離
れ
て
、
径
二
六
～
三
〇
ヤ
ン

チ
、
深
さ
四
六
セ
ン
テ
柱
穴
址
ら
し
い
も
の
を
発
掘
し
た
外
、
そ
の
付
近
に
は

柱
穴
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
ず
、
東
壁
も
確
認
出
来
ず
に
終

っ
た
。
結
局
、
竪

穴
住
居
址
の
北
壁
の
一
部
と
カ
マ
ド
及
び
そ
の
周
辺
の
床
面
を
確
認
し
た
に
と

ど
ま
っ
た
。　
　
　
　
　
』

第
五
ト
レ
ン
チ
、
既
に
調
査
さ
れ
た
住
居
址
の
東
北

（炉
端
か
ら
約
二

・
五

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
）
に
も
う

一
つ
の
石
囲
い
炉
出
土
。
こ
の
住
居
址
の
規
模
は

本
日
の
調
査
委
員
　
小
林
重
男
、

井

一
美
本
日
の
調
査
団
員
　
藤
沢
宗
平
、

津
清
志

有
賀
京

一
、
田
畑
清
美
、
正
木

一
美
、

大
田
保
、
御
子
柴
泰
正
、
友
野
良

一
、
酒



小
さ
い
ら
し
い
。
又
、
二
つ
の
石
囲
い
炉
を
結
ん
だ
線
の
東
側
に
南
北

一
０
二

六
，
東
西

一
・
一
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
五
セ
ン
チ
、
ほ
ぼ
矩
形
の
大
ピ
ッ
ト

が
露
わ
れ
る
。
南
側
の
壁
も
よ
う
や
く
露
わ
れ
た
が
、
柱
穴
な
い
し
ピ
ツ
ト
と

思
わ
れ
る
も
の
は
南
側
に
他
の
住
居
址
が
あ

っ
て
、
そ
の
一
部
で
は
な
い
力、
と

い
う
疑
い
も
あ
る
。
東
南
隅
に
平
板
石
が
あ

っ
て
そ
の
下
を
堀

っ
た
と
こ
ろ
、

加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
の
理
甕
が
あ
る
０
な
お
、
炉
の
西
側
の
床
面
に
頭
を
出

し
て
い
た
自
然
石
は
、
厚
味
六
セ
ン
チ
、
巾
九
セ
ン
チ
、
長
さ
三
四
セ
ン
チ
、

柱
状
の
自
然
石
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

第

一
三
ト
レ
ン
チ
、
昨
日
に
つ
づ
い
て
発
掘
を
す
す
め
る
と
、
南
側
に
理
甕

北
側
に
竪
穴
式
炉
、
両
方
を
結
ん
だ
線
の
東

・
西
の
両
側
に
小
さ
い
自
然
石
が

集
積
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
発
掘
地
域
を
拡
張
し
て
、
炉
を
中
心
に
四

ケ
の
主
柱
穴
を
持
つ
竪
穴
式
住
居
址
を
発
掘
し
終
る
。
既
に
幾
度
か
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
本
例
も
周
壁
を
劃
然
と
確
め
た
と
は
い
え
な
い
。
東
側
と
南
側
で

赤
土
の
高
ま
り
を
は
っ
き
り
と
認
め
た
外
、
北

・
西
の
両
側
で
は
僅
か
に
次
第

に
土
の
色
が
変
わ
る
状
態
で
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、

中
期
住
居
址
で
よ
く
見
ら
れ
る
赤
土
層
に
切
込
ん
だ
劃
然
と
し
た
側
壁
と
い
う

も
の
に
は

一
度
も
当
ら
ず
、
こ
れ
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
住
居
の
在
り
方
な
の

で
あ
ろ
う
が
発
掘
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
、
隔
靴
掻
痒
の
感
を
禁
じ
え
な
か
っ

た
。　
一
般
に
、
赤
土
上
層
の
部
分
が
柔
か
く
且
つ
さ
ば
さ
ば
し
て
い
る
た
め
と

竪
穴
式
住
居
の
赤
土
層
へ
の
切
込
み
が
少
な
い
た
め
に
、
居
住
し
て
い
る
間
な

い
し
廃
屋
と
な
っ
て
か
ら
間
も
な
く
側
壁
が
崩
れ
て
、
床
面
か
ら
側
壁
へ
の
つ

づ
き
が
角
張
ら
ず
に
自
然
に
高
ま
っ
て
い
ぐ
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
結
果
的
に
は

住
居
の
プ
ラ
ン
は
、
赤
土
層
内
に
二
〇
セ
ン
チ
程
皿
形
に
く
ば
ん
だ
と
こ
ろ
に

黒
土
が
充
填
し
た
形
と
な
る
。
赤
土
層
の
上
部
が
柔
か
く
且
つ
さ
ば
さ
ば
し
て

い
る
原
因
は
分
ら
な
い
が
、
山
麓
の
傾
斜
地
と
い
う
地
形
に
そ
の
一
つ
の
原
因

が
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
当
時
の
地
表
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
状
態
で
は
な
く
、
風

な
い
し
水
に
よ
っ
て
、
二
次
的
な
変
化
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

竪
穴
の
ニ
ケ
所
の
自
然
石
の
集
積
は
、
南
側
の
ニ
ケ
の
柱
穴
址
上
に
あ
り
「

こ
の
住
居
が
廃
屋
と
な

っ
て
後
に
集
積
し
た
も
の
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
人
為

的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
は
知
る
術
も
な
い
。
な
お
、
南

側
の
ニ
ケ
の
主
柱
穴
の
間
に
小
柱
穴
址
ら
し
い
も
の
が
等
間
隔
に
ニ
ケ
発
見
さ

れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
間
に
理
甕

一
ケ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
ニ
ケ
の
小
柱
穴

址
を
主
柱
を
補
う
意
味
の
小
柱
の
跡
と
す
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
仮
り
に
、
こ

の
住
居
の
入
口
に
立
て
ら
れ
た
柱
穴
址
と
考
え
る
と
、
こ
の
中
間
に
理
甕
が
あ

っ
て
は
、
そ
の
出
入
に
邪
魔
と
な
る
。
叉
一
若
し
単
な
る
貯
蔵
の
た
め
の
理
甕

と
す
る
と
、
や
や
側
壁
か
ら
離
れ
す
ぎ
て

（
七
五
セ
ン
チ
）
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
理
甕
は
側
壁
に
接
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
、
こ

れ
を
住
居
の
出
入
口
に
設
け
ら
れ
た
呪
術
的
施
設
と
考
え
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
ｏ
な
お
、
炉
の
中
心
か
ら
三

。
一
五
メ
ー
ト
ル
北
に
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
住
居

の
北
側
壁
外
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
径
六
五
～
六
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
三
〇
セ
ン

チ
の
小
ピ
ツ
ト
を
発
見
す
る
。
別
の
住
居
の
施
設
と
思
わ
れ
る
。

第
二
三
ト
レ
ン
チ
　
西
側
の
住
居
址
の
西
壁
を
深
し
え
な
い
ま
ま
に
、
東
側

の
住
居
上
の
発
掘
を
す
す
め
る
。
石
囲
い
の
竪
穴
式
炉
址
の
東
方
に
自
然
の
平

板
石

（そ
の
上
に
さ
ら
に
一
つ
の
塊
状
の
石
を
載
せ
る
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
下

に
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
の
理
甕
が
露
わ
れ
る
。
こ
の
住
居
士
は
、
大
体
、
そ

の
輪
郭
が
掴
め
る
。
炉
を
中
心
に
四
ヶ
の
主
柱
穴
が
あ
っ
て
、
周
壁
が
西
側
を

除
い
て
、
ほ
ぼ
明
確
と
な
り
、
周
溝
も
そ
れ
に
伴
っ
て
大
体
整
っ
て
い
る
。
な

お
、
炉
は
竪
穴
式
を
な
し
、
南
側
は
上
段
と
下
段
と
に
分
れ
て
残
っ
て
は
い
る

が
、
他
は
こ
れ
を
欠
き
、
北
側
に
一
ケ
板
状
石
が
下
段
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。



西
側
の
住
居
の
側
壁
は
、
東
側
の
も
の
と
は
全
く
相
違
し
て
、
そ
の
痕
跡
を
残

さ
ず
、
僅
か
に
、
北
側
の
一
部
な
い
し
東
北
側
に
や
や
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
み

ら
れ
た
程
度
で
あ
る
。

第
二
六
ト
レ
ン
チ
ト
レ
ン
チ
の
北
側
に

一
〇
ケ
以
上
の
自
然
石
で
囲
ん
だ
２

約
五
〇
セ
ン
チ
の
石
囲
い
炉
を
発
見
す
る
。

追
記
、　
一
一
日
で
正
式
調
査
は
終

っ
た
が
、
ブ
ル
ボ
ー
ザ
ー
が
入
っ
て
地
表

の
模
様
が
変
形
さ
れ
る
際
に
、
調
査
委
員
に
よ
っ
て
、
終
始
注
意
が
払
わ
れ
、

そ
の
結
果
が
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
加
え
て
お
き
た
い
。

竪
穴
住
居
址
は
、
縄
文
文
化
に
属
す
る
も
の
四
ヶ
、
土
師
時
代
に
属
す
る
も

の

一
ケ
、
さ
ら
に
縄
文
土
器

・
石
器
の
帽
集
す
る
地
点

一
ケ
、
土
師
器
の
出
土

し
た
地
点

一
ケ
が
注
意
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記

述
し
よ
う
。

仮
称

一
号
址
　
遺
跡
内
を
理
橋
義

一
氏
宅
前
か
ら
西
に
向
う
道
路
の
北
側

一

三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
付
近
に

（第
二

一
ト
レ
ン
チ
の
南
端
の
中
間
付
近
に
）
南

北

一
。
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
八
三
セ
ン
チ
、
長
方
形
の
石
囲
い
炉
が
発
見
さ

れ
、
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
が
採
集
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
こ
ろ
の
竪
穴

住
居
の
存
在
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

仮
称
四
号
址
　
第

一
三
号
ト
レ
ン
チ
の
南
側
、
第
六
号
住
居
址
の
対
称
点
付

近
、
石
囲
い
炉
を
中
心
に
半
径

一
～

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
小
円
形
プ
ラ
ン
の
存

在
が
確
認
さ
れ
た
が
、
出
土
遺
物
は
わ
か
っ
て
い
なヽ
い
。

仮
称
五
号
址
　
第

一
三
号
ト
レ
ン
チ
の
南
側
三
メ
ー
ト
ル
、
道
路
か
ら
三
メ

ー
ト
ル
離
れ
て
、
第

一
号
ト
レ
ン
チ
の
対
称
点
付
近
、
方
形
石
囲
い
炉
址
が
発

見
さ
れ
た
が
、
土
器
の
発
見
が
な
い
た
め
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
。第
二
〇
号
址
　
第
七
号
ト
レ
ン
チ
の
南
端
、
第

一
三
号
ト
レ
ン
チ
の
北
側
三

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
石
囲
い
炉
址
が
発
見
さ
れ
、
勝
坂
式
類
似
土
器

（
そ
の
前
半

の
も
の
）
が
石
皿
を
混
え
て
出
土
し
た
と
い
う
。

な
お
、
そ
の
炉
上
の
三
〇
セ
ン
チ
程
下
層
に
ピ
ツ
ト
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
か

ら
中
期
初
頭
形
式
の
土
普
が
出
土
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
土
器
に
関
し
て
は
、

第
七
号
ト
レ
ン
チ
の
西
側
に
蝿
集
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

仮
称
二
号
址
　
第

一
四
号
ト
レ
ン
チ
の
西
側
、
第

一
三
号
ト
レ
ン
チ
の
近
く

に
、
三
メ
ー
ト
ル
と
四
メ
ー
ト
ル
位
の
竪
穴
住
居
址
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
東
西

隅
付
近
に
平
板
石
四
枚
が
出
土
し
た
。
そ
の
付
近
か
ら
土
師
器
が
発
見
さ
れ
た

と
い
う
の
で
、
そ
の
頃
の
竪
穴
住
居
址
だ
ろ
う
。
そ
の
平
面
プ
ラ
ン
は
、
お
そ

ら
く
、
長
方
形
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

な
お
、
第
二
三
号
ト
レ
ン
チ
付
近
に
も
土
師
器
の
破
片
が
出
土

し
た

と

い

こ
の
外
に
、
第
二
五
ト
レ
ン
チ
と
第
二
六
ト
レ
ン
チ
の
中
間
付
近
か
ら
勝
坂

式
類
似
土
器
の
前
半
の
も
の
、
加
曽
利
Ｅ
式
類
似
土
器
の
古
い
も
の
な
ど
が
石

皿
を
混
じ
え
て
蝠
集
し
て
い
た
と
い
う
。

（藤
沢
宗
平
、
林
茂
樹
、
吉
原
課
長
）

〓
一　
月
　
十
　
日

（晴
）
作
業
第
五
訃

（最
終
日
）

本
発
掘
五
ケ
所
完
了
と
実
測
を
午
前
中
よ
り
開
始
。
な
お
、
作
業
労
力
の
都

合
に
よ
リ
ト
レ
ン
チ
の
追
加
作
業
と
本
発
掘
の
一
部
追
加
作
業
を
実
施
。
こ
こ

に
お
い
て
住
居
址

一
二
号
、　
一
一
号
の
発
見
と
貴
重
な
柱
の
焼
け
た
炭
化
物
及

び
香
炉
型
土
器
が
完
全
な
．姿
で
出
土
し
た
。
夕
刻
、
こ
れ
ら
土
器
類
の
取
り
上

げ
と
収
納
ヽ
梱
包
を
行
な
い
、
本
発
掘
の
全
作
業
を
名
残
り
惜
し
み
つ
つ
終
了

す
る
。
作
業
終
了
後
、
理
橋
氏
宅
庭
に
お
い
て
調
査
委
員
会
、
調
査
団
、
事
務
局
と

の
合
同
打
合
せ
を
行
な
い
、
今
後
の
整
理
方
法
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
先



ず
出
土
遺
物
の
整
理
を
行
な
い
、
そ
の
上
で
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
発
掘
調
査
が
予
想
外
に
成
果
が
あ
り
、
貴
重
な
古
代
の
遺
産
と

し
て
の
出
土
品
が
あ
り
、
是
非
遺
跡
を
開
田
工
事
せ
ず
保
存
し
た
い
と
い
う
こ

と
が
市
、
地
元
よ
り

一
致
し
て
盛
り
上
り
、
市
の
総
務
課
長
、
消
防
署
長
等
所

管
事
項
調
査
を
含
め
、
現
地
の
見
学
あ
り
。

本
日
の
調
査
団
員
　
藤
沢
団
長
、
大
田
、
御
子
柴
、
友
野

（
Ｐ
三
時
迄
）
根

津
団
員
調
査
委
員
　
小
林
重
男
、
有
賀
京

一
、
正
木

一
美
、
田
畑
清
美
、
酒
井

一
美

向
山
雅
重

事
務
局
　
吉
原
、
保
坂
、
田
中
、
白
鳥
、
橋
爪
、
理
橋
伊
藤

（安
）

市
文
化
財
委
員
　
松
沢
新
右
衛
門
、
池
上
栄
、
飯
島
直
衛
、
唐
沢
巌

作
業
百

（
地
元
二
十

一
名
、
赤
穂

・
弥
生
ケ
丘
高
校
生
三
十

一
名
）
橋
爪
静

夫
、
理
橋
勇

一
、
宮
下
幸

一
、
北
沢
克
彦
、
登
内
昭
和
、
中
村
秀
雄
、
桜
井
明

酒
井
義
祐
、
中
村
謙
雄
、
酒
井
今
朝
治
、
下
尾
茂
雄
。
理
橋
和
仔
、
中
村
き
よ

子
埋
橋
二
三
子
、
田
中
正
雄
吉
沢
昌
人
理
橋
利
直
、
唐
沢
正
、
中
村
昌
二
、
理

橋
ょ
つ
子
、
橋
爪
房
子

（高
校
生
）
唐
沢
保
、
北
沢
修
治
、
早
出
実
、
小
平
修

一
、
赤
羽

一
生
、
小
池

実
、
城
倉
博
、
鈴
木
紫
郎
、
北
沢
克
己
、
飯‥
島
哲
朗
、
小
田
切
明
、
平
沢
文
博

三
沢
孝
義
、
久
保
田
千
代
子
、
理
橋
久
子
、
理
橋
み
な
、
松
浦
良
子
、
北
沢
や

す
子
、
自
鳥
洋
子
、
田
畑
道
子
、
鹿
野
あ
け
み
、
桜
井
久
子
、
桜
井
啓
子
、
田

畑
美
佐
枝
、
伊
藤
登
志
子
、
中
村
ま
り
子
、
山
崎
祥
子
、
小
牧
京
子
、
中
村
幸

子
、
酒
井
千
尋
、
桜
井
治
子

本
日
の
発
掘
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

一
一
ト
レ
ン
チ
　
　
　
第

一
日
目
に
本
ト
レ
ン
チ
、
東
北
隅
、
赤
土
層
内

に
平
板
な
自
然
石
が
発
見
さ
れ

（
地
表
下
五
二
セ
ン
チ
）
、
中
央
部
か
ら
北
に

は
ず
れ
て
地
表
下
五
〇
セ
ン
チ
に
自
然
石
の
配
石
が
み
ら
れ
、
東
側
に
小
ピ
ツ

ト
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
九
日
に
な
っ
て
、
再
び
発
掘
が
は
じ
め
ら
れ
、
石

組
の
炉
址
を
ト
レ
ン
チ
の
北
側
に
発
掘
し
た
¨
約
九
ケ
の
自
然
石
で
楕
円
形
に

囲
み
、
外
側
は
七
五
×
七
七
セ
ン
チ
、
内
側
は
四
五
×
四
七
セ
ン
チ
が
計
測
さ

れ
る
。
な
お
、
南
側
に
は
不
規
則
な
ピ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
た
が
、
炉
址
と
の
関

係
な
い
し
炉
中
心
の
住
居
の
規
模
、
内
容
は
追
求
出
来
ず
に
終

っ
た
。

第

一
二
■
レ
ン
チ
　
　
　
第

一
一
号
址
の
輪
郭
を
知
る
た
め
と
、
第

一
二
ト

レ
ン
チ
の
東
側
に
木
炭
が
細
片
な
が
ら
多
く
出
土
す
る
こ
と
に
疑
間
を
持
ち
、

第

一
一
ト
レ
ン
チ
を
西
に
拡
張
し
、
第

一
二
ト
レ
ン
チ
を
東
に
拡
張
し
て
発
掘

を
す
す
め
る
。
そ
の
発
掘
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
稿
太
田
氏
の
記
述
が
あ
る
の

で
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
、
第

一
二
号
址
そ
の
も
の
の
調
査
に
は
余
り
ふ
れ
て
い
な
い
の
で

一
筆

加
え
た
い
。
最
初
、
黒
土
層
中
に
あ
る
と
思
わ
れ
た
装
飾
付
香
炉
型
土
器
は
、

完
全
な
ま
ま
で
発
掘
し
よ
う
と
し
て
い
る
ヶ
ち
に
、
赤
土
層
上
に
直
接
横
た
わ

つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
而
も
、
こ
の
土
器
に
接
し
て
柱
穴

（
径
二

三
～
二
五
セ
ン
チ
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
）
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
、
さ
ら

に
、
そ
の
北
に
穴
の
中
心
か
ら
穴
の
中
心
ま
で

一
、
六
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と

こ
ろ
に
柱
穴
ら
し
い
小
穴
が
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
柱
穴
址
と

思
わ
れ
る
小

穴

は
、
径
二

一
×
二
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
を
計
測
し
た
が
、
注
意
す
べ

き
こ
と
は
、
こ
の
柱
穴
址
に
は
炭
化
し
た
木
柱
の
一
部

（
径
二
〇
セ
ン
チ
、
高

さ
八
セ
ン
チ
）
が
残

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
木
柱
の
残

っ
て
い

た
状
態
か
ら
察
す
る
と
、
柱
を
立
て
る
た
め
の
小
穴
は
柱
と
殆
ん
ど
変
ら
ぬ
太

さ
に
垂
直
に
掘
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
巧
み
さ
に
驚
く
程
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
発
掘
は
西
側
に
す
す
め
ら
れ
、
炭
化
し
た
木
柱
の
残

っ
た
柱
穴
址



か
ら
西
に
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
石
囲
い
の
炉
の
東
端
が
露
わ
れ
た
。
自
然
石
五

ケ

（
う
ち

一
ケ
は
火
熱
の
た
め
に
割
れ
る
）
で
も

っ
て
外
径
七
五
セ
ン
チ
、
内

径
四
九
～
四
五
セ
ン
チ
の
石
囲
い
炉
を
作
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
炉
址
か
ら
南
西

ニ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
四
五
×
三
八
セ
ン
チ
、
深
さ
五
七
セ
ン
チ
の
柱
穴
址

が
実
査
さ
れ
た
。
こ
の
柱
穴
址
は
、
最
初
発
見
の
柱
穴
址
の
西
、
柱
穴
の
中
心

か
ら
中
心
ま
で
の
距
離

一
・
九
メ
ー
ト
ル
が
計
測
さ
れ
た
。
な
お
、
炉
址
か
ら

西
北
に
六
五
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
、
径
四
七
～
三
七
セ
ン
チ
、
深
さ
二
〇
セ
ン

チ
の
柱
穴
址
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
住
居
址
は
、
石
囲
い
の
炉
と
柱
穴

址
四
ケ
を
発
見
し
た
だ
け
に
止
ま
っ
た
。
水
田
化
の
仕
事
が
延
期
は
延
期
を
重

ね
て
こ
こ
ま
で
来
た
こ
と
を
思
え
ば
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
第

一
一
。
第

一
二
号
址
の
関
係
は
、
炉
と
炉
の
間
隔
が
三
メ
ー
ト
ル

離
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
僅
か
な
が
ら
交
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
而

も
、
両
者
の
床
面
と
床
面
の
差
は

一
〇
～

一
五
セ
ン
チ
で
あ

つ
た
。
第

一
二
号

一址
の
東
南
隈
の
状
況
で
は
、
太
田
氏
が
い
わ
れ
る
理
由
も
合
せ
て
、
第

一
二
号

址
は
第

一
一
号
址
を
切
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

香
炉
型
土
器
の
出
土
は
、
全
く
思
い
が
け
な
い
も
の
で
、
そ
の
発
掘
の
喜
び

は
大
田
氏
の
い
う
と
お
り
で
あ

っ
た
が
、
第
五
、
第
二
三
号
の
一
な
ど
の
よ
う

に
、
宗
教
的
遺
址
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
竪
穴
住
居
址

（或
は
建
造
址
）
か

ら
発
見
さ
れ
な
い
で
、
何
の
変
哲
も
な
い
第

一
二
号
址
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
は

甚
だ
し
い
皮
肉
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
火
災
に
遭
っ
た
住
居
の
床

面
に
直
接
ふ
れ
て
残

っ
て
い
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

大
田
氏
の
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
結
局
、
第

一
二
号
址

内
に
あ

つ
て
、
火
災
に
遭

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
完
形
に
近
い
特
殊
土

器
が
そ
の
周
縁
に
僅
か
に
瑕
を
残
し
た
ま
ま
で
何
故
に
床
面
に
放
置
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
丹
精
を
こ
め
て
、
而
も
、
何
か
精
神
的
意
図
を
含
め
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
に
、
何
ん
の
借
し
み
も
な
く
、
顔
面
な
ど
全
く
無
瑕
の

ま
ま
、
住
居
内
に
理
没
さ
せ
て
し
ま
っ
た
そ
の
精
神
的
状
況
は
測
り
難
い
も
の

が
あ
る
。
縄
文
時
代
人
が
、
自
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
動

物
の
姿
を
写
す
こ
と
は
、
そ
の
早
期
の
こ
ろ
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
幾
多
の

遺
物
も
残

っ
て
い
る
が
、
縄
文
土
器
の
器
形
の
一
部
に
人
間
の
顔
を
写
し
た
こ

の
作
品
は
、
今
後
、
い
ろ
い
ろ
の
作
品
が
出
土
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
稀
に
み
る

一
つ
の
傑
作
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

二

月

十

一
日

（晴
）

九
日
以
降
に
お
い
て
出
土
し
た
遺
物
の
水
洗
い
、
整
理
作
業
を
実
施
の
か
た

わ
ら
、
七
日
、
八
日
に
整
理
し
た
遺
物
を
市
の
車
で
全
部
上
伊
那
図
書
館
四
階

資
料
室
に
運
搬
、
収
納
す
る
。
現
地
に
お
い
て
は
市
工
務
課
職
員
に
よ
り
住
居

址
の
実
測
仕
上
げ
作
業
が
行
な
わ

れ
る
。
事
務
局
に
て
作
業
に
使
用

し
た
器
具
其
の
他
、
机
、
椅
子
、

察

天
幕
等
搬
収
す
る
。
藤
沢
団
長
、

朝

本
朝
八
時
の
ミ
ス
ズ
急
行
に
て
帰

蛤

松
す
る
。

委
　
本
日
の
調
査
委
員
、
団
員
の
出

舞

席
な
し
。

図
　
事
務
局
　
保
坂
、
田
中
、
白
鳥

６
伊
藤

（安
）

第
　
作
業
員

（
三
名
）
理
橋
義

一
、

理
橋
か
つ
子
、
埋
橋
二
三
子



四
、
遺
跡
発
掘
状
況

１
　
第
二
号
竪
穴
住
居
址

第
ニ
ト
レ
ン
チ
は
、
御
殿
場
遺
跡
の
東
北
部
を
調
査
す
る
た
め
、
高
鳥
谷
観

光
道
路
と
平
行
に
、
東
西
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設

定
。第

ニ
ト
レ
ン
チ
は
、
発
掘
調
査
第

一
日
よ
り
、
御
子
柴
調
査
員
が
中
心
と
な

っ
て
発
掘
を
進
め
、
ト
レ
ン
チ
東
側
よ
り
、
土
師
式
遺
物
と
鉄
片
が
出
土
し

た
こ
と
か
ら
土
師
時
代
の
住
居
址
の
存
在
が
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
、
二
月
五
日
よ
り

行
な
っ
た
本
発
掘
調
査
に
、
太
田
が
中
心
に
な

っ
て
発
掘
を
行
な
い
、
三
月
十

日
ま
で
か
か
っ
た
。

こ
の
地
点
は
黒
土
層
が
深
く
、
ト
レ
ン
チ
西
側
で
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
位
で

も
地
層
は
変
化
し
な
く
い
そ
の
た
め
桑
の
根
が

一
メ
ー
ト
ル
以
下
で
も
直
径
二

セ
ン
チ
以
上
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
の
黒
土
層
中
に
平
安
時
代
住
居
址
が

あ
り
、
そ
れ
に
天
候
は
雨
と
雪
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
あ
と
寒
波
で
霜
柱
が
遺
跡

一
面
を
銀
色
之
し
て
、
変
化
の
少
な
い
床
面
と
壁
面
の
保
存
を
わ
か
ら
な
く
し

て
し
ま
っ
た
。

．
住
居
址
の
周
壁
に
つ
い
て
、
確
実
に
壁
面
と
決
め
れ
た
の
は
、
竃
の
あ
る
北

壁
と
そ
れ
に
続
く
東
壁
の
一
部
で
あ

っ
た
。
竃
は
北
壁
よ
ヶ
住
居
址
の
外
に
煙

道
を
出
し
、
焚
口
を
平
盤
石
を
立
て
て
粘
土
で
固
め
、
主
体
部
は
四
個
の
石
と

土
器
破
片
を
粘
土
で
組
合
せ
て
作

っ
た
ｏ
全
長

一
メ
ー
ト
ル
幅
五
〇
セ
ン
チ
の

第
七
図
　
土
師
器
実
測
図

普
通
型
な
も
の
で
、
焚
日
部
分
と
煙
道
へ
上
る
壁
の
部
分
が
わ
ず
か
に
焼
土
が

見
ら
れ
た
。

住
居
址
内
部
は
床
面
に
粘
土
を
張
り
付
け
敲
い
た
面
積
が
一
・
五
×
一
・
五

メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
竃
の
東
側
に
深
さ
三
五
セ
ン
チ
の
ビ
ッ
ト
が
あ
り
、
東

壁
に
つ
い
て
水
瓶
形
灰
釉
陶
器
破
片
、
竃
の
前
よ
り
西
側
、
床
面
あ
る
部
分
の

み
か
つ
土
師
器
の
茶
椀
形
土
器

（第
七
図
）
が
散
在
し
て
九
個
、
竃
の
前
と
、

南
壁
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
地
域
に
青
白
色
の
生
粘
土
が
、
升
箕
二
杯
分
位

い
が
発
見
し
た
。
ま
た
鉄
鎌

（第
八
図
）
が
粘
土
を
張
り
つ
け
た
床
面
が
終
る



点
地
。
お
そ
ら
く
西
壁
に

な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
は
現
在
農
家
で
使

っ
て

い
る

「
さ
よ
り
」
を
少
し

厚
く
し
た
器
形
の
胴
部
で

あ
る
。
南
壁
に
近
く
鉄
鏃

の
箆
部
と
思
わ
れ
る
遺
物

が
出
土
し
た
。
こ
れ
と
土

↓
有
孔
石
鏃
　
　
　
　
師
時
代
で
は
非
常
に
珍
品

で
あ
る
。
磨
製
石
鏃

（
図

八
）
が
、
竃
の
前
に
あ
る
青
色
粘
土
の
近
く
か
ら
出
土
し
た
。
弥
生
時
代
と
は

石
質
が
違
い
、
長
さ
六

・
五
メ
ー
ト
ル
幅
三
セ
ン
チ
の
大
型
に

一
。
ニ
ミ
リ
の

薄
手
で
形
は
整
っ
て
美
し
い
鏃
と
し
Ｃ
実
用
で
き
な
い
遺
物
で
あ
る
。
出
土
例

の
無
い
珍
品
で
あ
る
。

こ
の
住
居
址
は
お
そ
ら
く
南
北
四

・
五
セ
ン
チ
強

・
東
京
四
メ
ー
ト
ル
の
方

形
の
住
居
址
で
、
遺
物
内
容
か
ら
み
て
も
平
安
時
代
中
頃
と
感
じ
る
、
伊
那
地

方
に
類
例
の
少
な
い
住
居
址
で
あ
る
。

２
　
第
五
号
住
居
址

第
五
号
ト
レ
ン
チ
に
発
見
さ
れ
た
住
居
址
の
為
第
五
号
住
居
址
と
呼
ぶ
事
に

」な
つ
よに
。

第
五
号
住
居
址
は
、
北

東
の
床
面
は
第
七
号
住
居

址
が
切
込
ん
で
お
り
、
南

西
の
壁
側
は
他

の

竪

穴

（未
発
掘
）
を
理
立
て
て

い
る
ら
し
い
。
竪
穴
の
大

き
さ
の
確
認
は
、
発
掘
期

間
が
少
な
い
為
と
側
壁
が

明
瞭
で
な
い
為
苦
労
し
た

が
、
直
径
は
大
体
六

・
五
メ
ー
ト
ル
で
か
な
り
大
き
い
。
炉
は
円
形
に
近
い
石

囲
炉
で
、
東
側
は
石
の
無
い
処
も
あ
る
が
、
約
七
コ
の
自
然
石
を
配
列
し
て
、

長
径

一
。
四
メ
ー
ト
ル
、
短
径

一
。
三
メ
ー
ト
ル
の
大
形
炉
を
形
作

っ
て

い

る
。
炉
そ
の
も
の
は
南
側
の
平
板
石
の
面
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
か
ら
始
ま
っ
て
二

二
セ
ン
チ
ま
で
点
々
と
煉
瓦
状
の
焼
土
が
混
る
。
さ
ら
に
竪
穴
の
中
心
よ
り
北

寄
り
に
位
置
を
占
め
て
い
る
。
床
面
は
炉
を
境
に
し
て
二
段
に
な
っ
て
お
り
、

北
床
面
の
方
が
南
床
面
よ
り
も

一
五
～
二
〇
セ
′
チ
高
く
な
っ
て
い
る
。
炉
端

の
石
も
床
面
の
高
い
北
側
の
方
は
石
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
炉
の
石
組
自
体
に

も
高
低
を
つ
け
て
い
る
。
な
お
こ
の
床
面
の
高
低
を
意
味
づ
け
る

か
の

よ

う

に
、
東
壁
近
く
の
高
床
の
端
に
完
形
の
石
１■
が
伏
せ
て
置
い
て
あ
り
、
西
壁
近

く
の
高
床
の
端
に
角
棒
状
の
立
石
が
あ
っ
た
。
出
土
遺
物
と
し
て
こ
の
住
居
址

第
八
図

―
　
鉄
　
鎌

第 9図 穴 の あ る 伏 斐
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第10図 住居址複合状況 奥の石組
炉力Lと に居址とが段になっている

の
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
床
面
下
に
底
部
に
穴
を
あ
け
た
土
器
を
伏
せ
て
理
置

（図
九
）
し
て
あ
っ
た
事
で
あ
る
。

こ
の
伏
甕
は
こ
の
住
居
地
だ
け
で
二
個
出
土
し
た
。
二
個
共
炉
址
の
中
心
か

ら
約

一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
処
に
底
部
を
上
に
し
て
、
炉
を
中
心
に
相
対
す
る

位
置
に
理
め
て
あ
り
、
炉
の
西
側
の
も
の
は
底
部
が
破
損
し
た
為
に
底
穴
ま
で

は
確
認
出
来
な
い
が
、
お
そ
ら
く
穴
が
あ
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
底
部

破
損
の
炉
の
西
側
の
土
器
は
高
さ
二
五
セ
ン
チ
胴
部

一
三
セ
ン
チ
底
部
八
セ
ン

チ
ロ
径
二
二
セ
ン
チ
と
口
頸
部
か
ら
急
に
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
て
お
り
、
器
全
体

に
縄
文
を
施
し
て
あ
る
。
他
の
炉
の
東
側
の
土
器
は
底
径
八

・
五
セ
ン
チ
、
胴

部

一
四
セ
ン
チ
高
さ
は
口
縁
部
が
欠
け
て
不
明
で
あ
る
が
、
口
頸
部
の
二
条
の

横
帯
沈
線
文
迄
は

一
九
セ
ン
チ
で
底
部
の
穴
は
外
側

一
。
九
セ
ン
チ
内
側

一
・

一
セ
ン
チ
と
磨
い
た
よ
う
に
あ
け
て
あ
る
。
焼
成
後
に
穿
孔
し
た
ら
し
い
。
文

様
は
器
全
体
に
浅
い
縄
文
を
施
し
波
状
沈
線
文
が
等
間
隔
に
四
帯
縦
に
下
っ
て

い
る
。
底
部
に
穴
の
あ
い
て
い
る
例
は
岩
手
県
繋
遺
跡
か
ら
出
上

し
て

い

る

が
、
い
ず
れ
も
高
さ
四
五
セ
ン
チ
・
五
〇
セ
ン
チ
と
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
さ

て
五
号
址
か
ら
は
こ
の
他
南
西
壁
近
く
か
ら
朱
が
小
指
頭
大
程
出
て
い
る
。
ま

た
南
壁
近
く
に
埋
甕
が

一
個
石
蓋
の
下
か
ら
出
土
し
た
。
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
胴

部

一
八
セ
ン
チ
底
部
九
セ
ン
チ
で
、
文
様
は
器
全
体
に
浅
い
波
線
文
を
施
し
、

口
頸
部
に
沈
線
三
帯
に
よ
る
渦
巻
つ
な
ぎ
文
を
ま
わ
し
、
胴
部
も
沈
線
に
よ
る

Ｈ
字
状
懸
垂
文
を
施
し
て
あ
る
。

そ
の
他
の
出
土
遺
物
と
し
て
床
面
よ
り
○
セ
ン
チ
上
と
思
わ
れ
る
深
さ
の
東

一　
　
壁
近
く
か
ら
台
付
土

．　
　
器
の
底
部
破
片
が
二

点

（
別
個
体
）
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
台

付
土
器
破
片
が
こ
の

五
号
址
と
関
係
あ
る

か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
さ
ら
に
北
東

の
壁
側
に
径
九
〇
セ

／
／
　
　
　
　
　
　
ン
チ
床
面
か
ら
の
深

さ
六
〇
セ
ン
チ
の
穴
の
中
か
ら
、
隆
帯
上
に
荒
々
し
い
半
数
竹
管
に
よ
る
爪
形

●よ
=め
,ィ

=燿
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文
を
口
頸
部
に
四
帯
回
し
、
同
文
様
の
三
帯
に
よ
る
懸
垂
文
を
施
し
た
土
器
片

が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
片
の
一
部
は
七
号
址
よ
り
出
土
し
て
い
る
の
で

お
そ
ら
く
七
号
址
を
切
込
ん
だ
為
、
後
に
こ
の
穴
の
中
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
る
。
石
器
と
し
て
は
打
石
斧
が
破
片
共
五
点
、
石
匙
は
横
型

一
点
縦
型

一
点
の
計
二
点
、
全
部
砂
岩
の
ラ
フ
な
も
の
で
あ
る
。

（御
子
柴
泰
正
）

Ｃ
第
六
号
の
住
居
址

二
月
四
日
、
八
時
三
〇
分
よ
り
作
業
を
開
始
し
た
。
前
日
既
に
ト
レ
ン
チ
が

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
各
調
査
団
は
き
め
ら
れ
た
個
所
の
ト
レ
ン
チ
に
鍬
を

入
れ
る
。
第
六
号
の
一
住
居
址
は
、
こ
の
六
号
ト
レ
ン
チ
内
に
発
見
さ
れ
た
住

居
址
で
あ
る
。
六
号
ト
レ
ン
チ
は
、
分
布
図
に
あ
る
よ
う
に
、
当
遺
跡
の
西
端

に
近
く
、
略
々
南
北
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
ト
レ
ン
チ
の
中
は

一
メ
ー
ト
ル

を
原
則
と
し
て
、
主
に
地
元
の
人
五
名
に
よ
っ
て
発
掘
。
表
土
黒
色
土
層
の
厚

さ
は
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
個
所
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
深
さ
の

あ
る
不
規
則
な
層
位
。
こ
の
表
土
内
に
は
遺
物
ら
し
き
も
の
は
発
見
出
来
な
か

つ
た
が
、
第
二
層
位
三
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
か
ら
は
、
縄
文
中
期
初
頭

型

式

〓
一

片
、
勝
坂
式
土
器
片
数
点
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
片
十
数
点
を
発
見
、
こ
の
層
の

下
層
部
分
に
達
し
た
時
、
ト
レ
ン
チ
南
端
か
ら
北
に
偏
っ
て
四
メ
ー
ト
ル
に
、

黒
色
土
の
落
込
み
が
見
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
軸
に
除
土
し
て
行
く
。
表
土
よ

り
順
次
層
位
的
に
作
業
を
進
め
東
西
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四

・
五
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
四
五
セ
ン
チ
の
範
囲
に
達
し
た
時
、
日
も
西
の
山
に
没
し
た
の
で
木
日
の

作
業
を
終
る
。

第11図  六号住居址縄文土器出土状況

第六号 住居址出上 高さ38ιπ



二
月
五
日
。
前
日
に
引
続
い
て
昨
日

の
メ
ン
バ
ー
と
赤
穂
高
等
学
校
の
生
徒

数
名
が
加
わ
り
発
掘
を
進
め
る
。
地
表

下
五
〇
セ
ン
チ
程
に
達
し
た
時
、
焼
土

及
び
木
炭
と
焼
石
等
多
量
に
堆
積
さ
れ

い
る
個
所
を
発
見
。
こ
の
個
所
を
更
に

入
念
に
調
査
し
て
み
る
と
、
石
囲
式
の

炉
址
と
自
然
石
が
集
積
さ
れ
て
い
る
形

の
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（図
十
三
）
こ
の
個
所
を
中
心
と
し
て

除
土
し
て
み
る
と
、
炉
址
の
水
平
面
よ

り
約
ニ
セ
ン
チ
下
に
固
く
踏
固
め
ら
れ
た
床
面
を
検
出
し
得
た
。
炉
址
よ
り
東

寄
り
の
五
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
の
個
所
に
、
勝
坂
式
甕
形
土
器
、
放
射
線
形
隆
起

線
文
土
器

（図
十
四
）
及
び
復
元
可
能
の
も
の
三
個
程
が
、
集
中
し
押
し
潰
さ

れ
た
形
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
床
面
下
に
ピ
ツ
ト
三
、
四
、　
一
四
、　
一
、

五
、
七
と
検
出
、
ピ
ツ
ト
の
大
き
さ
は
四
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
四
〇
セ
ン

チ
内
外
。
本
住
居
址
の
柱
穴
と
思
わ
れ
る
ピ
ツ
ト
は
Ｐ
３
、
Ｐ
５
、
Ｐ
７
、
Ｐ

・４
で
あ
る
。
又
他
の
十
個
の
大
小
ビ
ツ
ト
は
い
か
な
る
遺
構
か
明
ら

か

で

な

い
。
以
上
の
発
掘
結
果
よ
り
、
本
住
居
址
は
東
西
四

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四

・
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
六
〇
～
七
〇
セ
ン
チ
で
、
四
柱
穴
址
を
も
つ
竪
穴
式
住

居
址
で
あ
る
。
当
住
居
址
は
炉
址
周
辺
床
面
に
接
し
た
土
器
勝
坂
式
を
も

っ
て

住
居
址
の
年
代
と
し

て
妥
当
な
も
の
と
思

わ
れ
る
。

Ｃ
第
六
号
の
二
住
居

址
六
号
の

一
住
居
址

の
北
に
実
測
図
の
如

く
第
六
号
の
二
の
住

居
址
を
発
見
。
こ
の

に
居
址
は
第
六
号
の

一
住
居
址
を
切
り
込

ん
だ
と
い
う
形
態
で

は
な
く
、
僅
か
ロ
ー

ム
層
を
二
〇
セ
ン
チ

離
れ
て
作
ら
れ
た
住

第
十
三
図
　
ユハ
号
住
居
址

居
址
で
、
或
は
上
壁
あ
た
り
で
は
第
六
号
の

一
住
居
址
に
食
込
ん
だ
形
で
あ

っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
床
面
上
Ｐ
ｌ３
、
Ｐ
・２
を
発
見
し
た
。

Ｐ
・２
の
北
六
〇
セ
ン
チ
、
床
面
に
接
し
た
場
所
に
加
曽
利
Ｅ
式
の
甕
の
破
片

数
片
を
発
見
し
た
が
、
当
第
六
号
の
二
住
居
址
は
、
時
間
の
関
係
で
、
発
掘
を

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
第
六
号

一
住
居
址
よ
り
時
代
的
に
は

llbi
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大
田
が
そ
の
調
査
を
担
当
し
、

の
桑
の
根
掘
り
か
ら
始
め
た
。

号

ト

レ
ン
チ
の
両
側
四

メ
ト

ト

ル
を
拡
張

ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
‐

新
し
い
住
居
址
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

（友
野
　
良

一
）

○
十

一
号
址
及
び
十
二
号
住
居
址

御
殿
場
遺
跡
の
調
査
に
当

っ
て
、
設
定
さ
れ
た
巾

一
メ
ー
ト
ル
南
北
の
長
さ

十
メ
ー
ト
ル
の
十

一
号
ト
レ
ン
チ
内
に
発
見
さ
れ
た
。

ロ
ー
ム
層
内
に
あ

っ
た

曇一　脚脚詢岬珈［律掘口制一［制崚［講い一時に刺猜い̈
】̈『』暉め一『

十

一
号
■
レ
ン
チ
は
、
桑
の
株
間
に
一
メ
ー
ト
ル
の
幅
に
作

つ
た
の
で
い
両

側
の
桑
の
本
ま
で
約
四
セ
ツ
チ
ほ
ど
間
が
出
来
て
い
た
。
両
側
の
桑
の
木
を
掘

り
取
り
、
残
っ
た
土
を
ス
コ
ッ
プ
で
二
回
ほ
ど
上
げ
た
と
き
、
ガ
ツ
と
音
が
し

て
土
器
の
文
様
が
立
体
的
と
な

っ
て
極
度
に
発
達
し
た
大
形
把
手
が
顔
を
出
し

た
。
ま
わ
り
を
少
し
掘
っ
て
見
る
と
香
炉
形
土
器
で
あ
る
ら
し
い
、
雪
混
り
の

■
悪
天
候
に
痛
み
つ
け
ら
れ
た
調
査
隊
員
も
、
今
日
の
晴
天
は
、
香
炉
形
土
器
出

現
に
ふ
さ
わ
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
連
日
の
疲
労
も

一
度
に
ぶ
っ
飛
ぶ
思
い
で
、

調
査
の
能
率
は
全
体
に
進
行
し
た
。

十

一
号
ト
レ
ン
チ
よ
り
東
側
は
敲
か
れ
た
状
態
の
ロ
ー
ム
が
水
平
に
つ
づ
き

昨
日
ト
レ
ン
チ
内
に
発
見
さ
れ
た
配
石
は
、
八
ケ
の
石
で
組
ん
だ
内
面
三
〇
×

四
〇
セ
ン
チ
で
焼
土
が
ほ
と
ん
ど
な
い
石
組
炉
址
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

崚
　
　
　
　
　
　
十

一
号
住
居
址
と

命
名
し
た
。　
さ
ら

一二
Ｆ
卜
絆
ヽ
ガ
ダ
　
　
　
に
■
レ
ン
チ
内
の
平
板
石
の
下
は
南
北

一
メ
ー
■
ル
東
西
六
〇
セ
ン
チ
、
深
さ

六
〇
セ
ン
チ
の
ビ
ッ
ト
に
な
り
、
そ
の

底
部
か
ら
勝
坂
式
浅
形
土
器
が
出
土
し

た
。
こ
の
住
居
址
内
に
は
こ
の
ビ
ッ
ト

と
同
形
に
炉
の
東
南
、
東
北
に
同

一
距

離
に
ピ
ッ
ト
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
炉
址

第
十
四
図
六
号
住
居
址
出
土
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と
東
壁
の
中
間
、
南
北
に
凡
そ
三
〇
×
四
〇
セ
ン
チ
の
直
径
、
深
さ
三
〇
～
五

〇
セ
ン
チ
の
五
個
の
ピ
ッ
ト
が
等
間
隔
で
検
出
さ
れ
る
。
十

一
号
住
居
址
は
時

間
切
で

一
部
の
床
面
と
東
壁
の
一
部
を
確
認
し
た
だ
け
で
、
柱
穴
を
充
分
に
決

め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

十

一
号
ト
レ
ン
チ
西
拡
張
区
は
、
香
炉
形
土
器
を
境
に
し
て
、
十

一
号
住
居

■
床
面
層
位
の
深
さ
に
な
る
と
お
び
た
だ
し
い
量
の
炭
化
物
が
露
わ
れ
始
め
、

十

一
号
住
居
址
の
百
西
に
位
置
し
た
ピ
ッ
ト
が
香
炉
形
土
器
に
関
係
し
た
遺
構

と
考
え
て
発
掘
を
進
め
た
。
そ
れ
は

一
段
と
低
ま

っ
た
床
面
が
拡
大
し

一
つ
の

住
居
址
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
十

一
号
ト
レ
ス
チ
よ
り
西
ニ
メ
ー
ト
ル
、

炭
と
焼
上
の
下
に
西
南
、
西
北
側
を

一
枚
石
、
東
北
面
を
二
個
石
で
組
む
四
八

×
四
八
セ
ン
チ
方
形
の
炉
址
が
出
土
、
敲
か
れ
た
床
面
に
三
〇
セ
ン
チ
以
上
も

C14測 定
12号住居址土器出土状況

あ
る
炭
化
物
、
炉
址
、
床
面
を
確
認
し
、
そ
れ
が
十
二
号
ト
レ
ン
チ
内
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
二
号
住
居
炉
と
命
名
す
る
。

近
く
に
迫

っ
て
い
る
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
気
に
な
っ
て
細
い
調
査
は
出
来
な
い

の
で
、
香
炉
形
土
器
出
土
地
区
か
ら
十

一
号
住
居
址
の
接
触
地
区
を
最
も
注
意

し
て
調
査
を
行
な
い
、
炉
址
よ
り
西
と
北
側
は
拡
張
出
来
る
だ
け
追
求
し
た
と

こ
ろ
、
住
居
址
の
炉
址
よ
り
南
へ
約

一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
床
面
と
水
平
に
円
形

の
主
柱
の
炭
化
物
を
発
見

（
図

一
七
）
炭
化
物
は
薄
く

一
～
三
セ
ン
チ
、
直
径

二
五
セ
ン
チ
円
形
で
あ
る
。
Ｐ
ｌ
と
命
名
、
香
炉
形
土
器
周
辺
を
清
掃
に
か
か

る
と
、
こ
の
Ｐ
ｌ
主
柱
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
東
側
、
住
居
址
の
東
南
東
隅
、
床
面

が
あ
ま
り
固
く
な
い
所
に
頭
を
南
に
顔
を
わ
す
か
西
に
む
け
て
俯
伏
せ
に
な

っ

第17図  炭化した主柱残欠
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た
状
態
で
出
ま
し
た
、
こ
の
土
器
は
高
さ
三
九
セ
ン
チ
の
最
頂
部
に
、
尖

つ
た

鼻
、
細
く
長
い
目
「
丸
い
日
、
は
る
か
か
な
た
か
ら
幸
あ
れ
と
呼
び

か

け

る

顔
、
香
炉
を
だ
き
か
か
え
る
形
態
と
黒
光
り
に
磨
か
れ
た
表
面
は
異

様

で
あ

る
。
発
見
当
初
の
時
以
上
に
心
が
引
き
う
け
ら
れ
る
。
発
掘
者
で
な
け
れ
ば
味

わ
え
な
い
感
激
の
一
瞬
で
あ

っ
た
。
香
炉
形
土
器
の
南
東
は
第
十

一
号
住
居
址

の
面
と
の
差

一
〇
～

一
五
セ
ン
チ
で
壁
を
確
認
と

，
く
に
香
炉
形
土
器
よ
り
北
側

に
壁
面
は
つ
づ
き
、
図
十
七
の
ご
と
く
、
Ｐ
２
の
柱
の
炭
化
物
を
発
見
し
た
。

柱
は
径
二
〇
セ
ン
チ
柱
穴
と
の
上
に
同

一
径
で
厚
味
五
～

一
〇
セ
ン
チ
の
柱
の

炭
化
し
た
も
の
が
載
っ
て
い
た
。
図
十
七
の
よ
う
に
Ｐ
２
と
壁
の
間
に
深
鉢
形

土
器
の
胴
下
部
を
発
見
し
た
。
こ
の
付
近
は
特
に
炭
化
物
が
多
く
、
壁
か
ら

一

一
号
住
居
址
へ
約
三
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
入
っ
た
所
ま
で
赤
く
焼
け
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
炉
址
か
ら
東
及
び
南
に
あ
た
る
柱
穴
址
Ｐ
ｌ
と
Ｐ
２
及
び
床
面
、

壁
の
炭
化
物
と
焼
土
は
、
お
そ
ら
く
第

一
一
号
住
居
址
の
炉
址
か
ら
西
側
へ
続

い
た
床
面
を
切
っ
て
第

一
一
号
住
居
上
の
廃
さ
れ
た
後
に
、
第

一
二
号
住
居
址

が
作
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

然
し
、
香
炉
形
土
器
の
文
様
は
第

一
一
号
址
の
土
器
と
は
や
や
異
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第

一
二
号
址
は
時
間
切
れ
で
細
部
の
調
査
は
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま

終

了

し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（太
田
　
　
保
）

◎
第

一
三
号
住
居
址

（図
十
三
）

第

一
三
号
住
居
址
は
、
ト
レ
ン
チ
一
三
号
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
住
居
址
で
あ

る
。
位
置
は
一
三
号
■
レ
ン
チ
の
略

々
中
央
に
当
る
個
所
で
あ
る
。
地
表

下
七
〇
セ
ン
チ
掘
り
下
げ
た
あ
た
り

褐
色
白
１
ム
層
に
達
し
た
。
こ
の
ロ

ー
ム
辺
が
或
は
床
面
で
は
な
い
か
と

考
え
、
一そ
の
付
近
を
丹
念
に
調
べ
た

＼ トーィ/1:巣止阻



と
こ
ろ
、
巾

一
メ
ー
■
ル
の
ト
レ
ン
チ
北
壁
直
下
に
花
商
岩
の
上
部
平
面
に
な

っ
て
い
る
石
を
発
見
。
こ
の
石
の
下
部
を
調
べ
て
み
る
と
甕
の
口
縁
部
が
現
わ

れ
た
。
こ
れ
は
第
二
三
号
の
一
址
に
発
見
さ
れ
た
理
甕
の
例
と
同
じ
条
件
の
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え

一
応
発
掘
を
中
止
し
て
、
発
掘
計
画
を
北
の
部
分
に
拡

大
す
る
。
拡
大
し
た
黒
色
土
層
の
部
分
か
ら
は
、
こ
れ
と
い
う
遺
物
は
発
見
出

来
な
か
っ
た
が
、
表
上
下
黒
褐
色
土
層
三
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
の
層
位
か
ら
は
、

勝
坂
式
土
器
片
及
び
加
曽
利
Ｅ
式
片
数

一
〇
片
、
打
製
石
斧
三
個
を

発

見

し

た
。
理
甕
の
発
見
さ
れ
た
場
所
よ
り
北
東
ニ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
直
径

一
・
二

ォ
ー
ト
ル
程
度
の
広
さ
の
炉
址
を
発
見
。
こ
の
炉
址
は
、
他
の
住
居
址
と
同
様

石
囲
炉
で
は
な
い
か
、
相
当
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
も
の
で
、
深
さ
も
三

〇
セ
ン
チ
の
下
方
ま
で
よ
く
焼
け
て
い
る
。
こ
の
炉
址
は
最
初
か
ら
石
を
全
く

使
用
し
な
か
っ
た
も
の
か
、
或
は
住
居
址
を
放
棄
し
た
時
他
に
持
ち
去
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
炉
址
と
理
甕
と
の
中
間
西
寄
り
に
、
大
小
二
六
個
の
自
然
石

が
集
め
ら
れ
た
形
で
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
別
に
焼
け
て
も
い
な
い
し
加
工

も
施
し
た
様
子
も
な
い
集
石
だ
っ
た
。

こ
れ
は
前
述
の
炉
址
の
石
な
ど
′
住
居
終
末
の
状
態
と
何
等
か
の
関
係
が
あ

る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
炉
址
、
理
甕
、
集
石
等
住
居
に
直
接
関
係
の
あ
る
遺

物
、
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
等
遺
構
を
中
心
と
し
て
、
遂
次
床
面
を

清
掃
し
て
行
く
と
、
理
甕
よ
り
東
五
〇
セ
ン
チ
に
Ｐ
４
の
柱
穴
を
発
見
。
続
い

て
Ｐ
３
、
Ｐ
３
よ
り
東
五
〇
セ
ン
チ
に
高
さ
二
〇
セ
ン
チ
に
ロ
ー
ム
の
上
下
の

差
の
あ
る
壁
を
検
出
。
こ
の
壁
面
を
基
準
に
し
て
、
北
の
方
向
に
拡
大
す
る
と

二

・
九
メ
ー
ト
ル
の
個
所
に
Ｐ
２
を
検
出
。
及
炉
址
よ
り
北
西

一
・
六
メ
ー
ト

ル
に
Ｐ
６
つ
づ
い
て
そ
の
近
く
は
Ｐ
７
、
炉
址
よ
り
北
三

・
四
メ
ー
ト
ル
に
Ｐ

ｌ
と
順
次
発
見
、
最
後
に
Ｐ
５
、
Ｐ
８
を
。
こ
う
し
て
本
住
居
址
の
柱
穴
と
推

定
さ
れ
る
も
の
は
、
Ｐ
２
、
Ｐ
３
、
Ｐ
７
、
Ｐ
６
と
思
わ
れ
る
。
住
居
址
の
プ

ラ
ン
は
、
東
西
六
メ
ト
ト
ル
、
市
北
六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
九
六
セ
ン
チ
の

竪
穴
住
居
址
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

遺
物
、　
三
二
号
住
居
址
に
直
属
す
る
土
器
は
、
床
面
下
に
理
置
さ
れ
た
甕
形

土
器
で
あ
る

（図
十
九
）
。
甕
の
大
き
さ
は
直
径
三
九
セ
ン
チ
、
高
さ
四
〇

・

七
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
三
セ
ン
チ
、
底
部
を
欠
く
も
の
で
、
文
様
は
、
太
い
粘

土
紐
で
渦
巻
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
施
文
の
中
心
が
お
か
れ
る
巾
広
な
上
半
部
、

粘
土
紐
の
垂
れ
ざ
が
っ
た
文
様
を
各
所
に
形
づ
く
り
、
そ
の
間
の
地
文
は
綾
形

状
の
浮
線
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
文
様
を
も
つ
甕
で
あ
る
。（友

野
　
良

一
）

◎
第
二
三
号
住
居
址

三
月
九

・
十
の
両
日
、
調
査
に
参
加
し
た

一
二
名
と
第
二
三
号
ト
レ
ン
チ
の

発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
同
ト
レ
ン
チ
は
、
高
鳥
谷
に
通
ず
る
観
光
道
路
に
直

角
を
な
し
、
南
北
三
〇
ォ
ー
ト
ル
、
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
南
端
に
ニ
ケ
の

住
居
■
を
発
見
し
、
こ
れ
を
第
二
三
号
第

一
及
び
第
二
住
居
址
と
命
名
し
た
。

本
ト
レ
ン
チ
の
深
さ
は
五
〇
セ
ン
チ
で
、
第

一
層
の
黒
土
層
は
四
〇
セ
ン
チ
、

第
二
層
は
褐
色
土
層

一
〇
セ
ン
チ
、
以
下
ロ
ー
ム
層
に
つ
づ
い
て
い
る
。
南
に

三
度
の
傾
斜
を
も
っ
て
ロ
ー
ム
層
直
上
ま
で
発
掘
を
行
な
っ
た
。
遺
物
の
包
含



状
態
は
、
地
表
面
よ

り
三
〇
セ
ン
チ
付
近

が

一
番
多
く
、
中
期

初
頭
形
式
よ
り
最
盛

甕
　
期
に
至
る
土
器
の
破

理
　
片
が
多
数
と
打
製
石

址居
　
器
類
が
少
数
出
土
し

雅
　
た
。

２
　
　
第

一
住
居
址
は
、

図
　
南
北
の
直
径
五
メ
ー

第

卜
生

一〇
セ
ン
チ
、

東
西
五
メ
ー
ト
ル
の

円
形
プ
ラ
ン
を
な
し

床
面
ま
で
の
深
さ
は
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
で
、
西
へ
僅
か
傾
斜
が
あ
り
、
中
央

の
炉
址

（図
二
一
）
は
径
四
～
五
セ
ン
チ
の
円
形
で
大
小
合
せ
て
、
二
個
の
周

縁
が
扇
平
な
河
原
石
が
炉
の
南
面
と
そ
の
底
部
に
無
造
作
に
放
置
し
て
あ
り
、

炉
の
深
さ
二
〇
セ
ン
チ
の
中
程
に
段
が
付
い
て
い
て
、
そ
の
付
近
は
焼
土
が
少

量
で
は
あ
る
が
堆
積
し
て
い
た
。
炉
は
中
央
よ
り
や
や
西
に
偏
り
、
東
側
に
や

や
広
い
空
間
が
え
ら
れ
る
。
柱
穴
は
外
周
に
そ
っ
て
八
ケ
あ
り
、
其
の
径
及
び

深
さ
は

一
定
で
は
な
い
、
な
お
、
不
明
な
る
穴
も
四
個
あ
り
、
周
溝
は
深
さ

一

〇
セ
ン
チ
で
は
ぼ
現
存
す
る
も
北
西
で

一
部
不
明
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
東
の

隅
の
床
面
上
に
厚
さ
二
〇

セ

ン

チ
、
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
の
青
色
砂

岩
の
置
石
が
あ
り
、
其
の
下
に
日

径
三

・
五
セ
ン
チ
、
器
高
四

・
五

セ
ン
チ
の
理
甕
が
埋
め
ら
れ
、
そ

の
土
器
は

（図
二
〇
）
加
曽
利
Ｅ

式
土
器
に
類
す
る
も
の
で
、
色
調

は
黒
褐
色
を
な
し
焼
成
は
よ
く
、

胎
土
に
は
石
英
の
粉
末
が
混
入
し

て
あ
り
、
完
形
品
に
し
て
其
の
文

様
は
非
常
に
優
美
で
粘
土
紐
を
張
付
け
た
懸
垂
文
は
あ
た
か
も
容
器
を
紐
で
か

け
廻
し
て
吊
っ
て
お
る
か
の
如
き
観
を
呈
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
見
無
瑕
の
こ
の
要
形
土
器
も
底
部
が
な
い
。
底
部
を
欠

く
埋
甕
は
他
に
其
の
例
は
幾
多
見
得
ら
る
る
も
、
多
く
の
場
合
、
破
損
し
た
も

の
を
再
度
利
用
し
た
も
の
で
、最
初
か
ら
底
部
を
欠
い
て
理
た
事
は
珍
ら
し
い
ｃ

甕
叉
壺
類
の
底
部
の
破
損
状
態
を
数
多
く
調
べ
て
見
る
と
解
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
自
然
破
損
の
時
は
底
部
の
厚
さ
を
残
し
て
二
番
か
ら
壊
れ
る
も
の
で
、
こ

の
理
甕
の
様
に
底
部
の
外
周
の
厚
み
を
残
し
て
壊
れ
る
も
の
は

ほ
と
ん

ど

な

い
。
し
た
が
っ
て
、
人
為
的
に
座
を
抜
い
て
何
か
の
目
的
に
使
用
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
甕
の
内
部
は
粒
子
の
細
か
い
黒
土
が
容
積
の
五
分
の
一
程
入
っ
て

お
り
、
上
部
は
空
で
あ

っ
た
。
こ
の
理
薔
と
炉
址
の
中
心
部
を
点
と
す
る
正
三

指
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角
形
の
南
頂
点
の
処
に
上
部
の
破
損
せ
る
土
器
。
文
様
は
破
損
せ
る
上
部
の
と

こ
ろ
に
僅
か
に
斜
行
縄
文
が
あ
り
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
で
、
器
高

一
〇

セ

ン

チ
、
底
部
の
径
九
セ
ン
チ
の
も
の
が
底
部
の
中
心
に
植
木
鉢
の
よ
う
な

一
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
穴
が
あ
い
て
床
面
と
同
じ
位
置
に
僅
か
に
東
に
傾
い
て
伏
せ
て
あ

つ
た
。
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
同
地
区
の
他
の

住
居
■
に
も
例
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
待
つ
事
多
い
と
思
わ
れ
る
。
其
の
他

遺
物
の
出
土
状
態
は
炉
址
の
付
近
に
勝
坂
式
土
器
片
少
数
及
び
石
器
類
数
点
が

出
土
し
た
の
み
で
、
土
器
片
は
厚
手
の
も
の
が
多
く
、
復
元
は

不
可
能

で

あヽ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（根
津
　
清
士
じ

五

、

所

　

　

見

御
殿
場
遺
跡
の
緊
急
調
査
終
了
に
当
り
、
直
接
見
聞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
若

千
ふ
れ
て
み
た
い
。

１
、
今
回
の
調
査
は
、
改
田
事
業
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
遺

跡
が
幸
に
も
国
、
県
、
市
当
局
の
行
政
措
置
に
よ
り
緊
急
調
査
の
機
会
が
与
え

ら
れ
、
あ
る
程
度
の
調
査
内
容
を
明
ら
か
に
し
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
結
局
、

そ
の
調
査
地
域
半
ば
が
伊
那
市
当
局
に
よ
っ
て
買
上
げ
ら
れ
、
遺
跡
保
存
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
従
来
の
調
査
と
異
る
点
で
あ
る
。
今
後
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
は
次
第
に
増
加
す
る
に
違
い
な
い
が
、
伊
那
谷
で
は

一
つ
の
テ
ス

ト
ケ
ー
ス
で
あ

っ
て
、
よ
い
前
例
と
な

っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
各

種
の
開
発
事
業
に
伴

っ
て
幾
多
の
遺
跡
が
あ
る
場
合
に
は
不
幸
に
し
て
陽
の
目

も
み
ず
に
破
壊
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
耳
に

す
る
ご
と
に
、
甚
だ

残
念
に
思
う
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
の

に
、
御
殿
場
遺
跡
が

と
も
か
く
残
り
え
た

こ
と
は
、
誠
に
、
慶

ば
し
い
こ
と
で
、
春

富
土
地
改
良
区
を
は

じ
め
地
主
の
方
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
こ

の
調
査
に
直
接
間
接

に
関
係
し
た
方
々
に

深
い
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
う
。

２
、
こ
の
遣
跡
か
ら
縄
文
、
弥
生
の
両
時
代
及
び
平
安
時
代
の
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
が

（先
史
及
び
原
始
時
代
の
上
伊
那
）
、
当
時
の
集
落
と
み
ら
れ

る
の
は
縄
文
時
代
と
平
安
時
代
で
あ
る
。
就
中
、
縄
文
時
代
の
遺
物
は
中
期
初

頭
の
も
の
、
勝
坂
式
上
器
に
類
す
る
も
の
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
に
類
す
る
も
の

な
ど
が
発
見
さ
れ
勝
坂
式
、
加
曽
利
Ｅ
式
に
属
す
る
竪
穴
に
居

一
三
戸
が
検
出
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さ
れ
て
い
る

こ
と

か
ら

縄
文
文
化
の
最
盛
時
の
集

落
と
が
あ

っ
た
こ
と
は
確

実
。
弥
生
時
代
の
遣
物
は

そ
の
後
期
の
も
の
が
断
片

的
で
あ

っ
て
、
集
落
址
の

存
在
は
考
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
平
安
時
代
の
住

居
址
と
推
定
さ
れ
る
も
の

ニ
ケ
の
存
在
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
、
当
時
の
集
落

址
の
一
部
で
あ

っ
た
と
い

う
よ
う
な
推
測
も
可
能
で

あ
る
。

中
期
初
頭
上
器
は
、
そ

の
遺
物
の
媚
集
し
て
い
る
地
点
な
い
し
散
布
し
て
い
る
地
点
は
七
ケ
所
に
及
ん

で
い
る
が
、
逐
に
住
居
址
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
調
査
が
及
ば

な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
地
域
以
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
い
づ
れ
か
で
あ

ろ
う
。
遺
物
は
遺
跡
の
南
側
と
北
側
に
発
見
、
中
央
部
に
は
全
然
み
ら
れ
な
か

っ
た
。

中
期
の
う
ち
で
も
、
そ
の
最
盛
時
は
勝
坂
式
土
器
に
類
す
る
も
の
に
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
土
器
を
主
体
に
し
て
い
る
住
居
■
は
四
ヶ
検
出
さ
れ
た
。
こ
の

外
に
、
こ
の
時
期
の
遺
物
が
蛸
集
な
い
し
散
布
が
発
見
さ
れ
た
地
点
は
七
ケ
所

に
及
ん
で
い
る
。
住
居
址
は
遺
跡
の
北
側
に
集
中
し
、
南
側
に
は
三
地
点
に
蜻

集
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
側
で
も
若
千
の
出
土
を
み
た
。
遺
物
は
、
遺
跡
の

北
、
西
、
南
側
に
分
布
し
、
中
央
部
付
近
を
欠
い
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

中
期
末
の
も
の
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
に
類
す
る
も
の
を
主
体
と
す
る
住
居
址

は
七
ケ
、
土
器
の
蜻
集
な
い
し
散
布
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
地
点
は
七
ケ

所
と
な

っ
て
お
り
、
住
居
■
四
ケ
は
遺
跡
の
北
側
に
、
三
ケ
は
西
側
に
発
見
さ

れ
た
。
中
央
部
に
は
若
千
の
散
布
を
み
た
が
、
住
居
址
な
い
し
、
土
器
の
蝿
集

す
る
地
点
は
な
か
っ
た
。

後
述
す
を
よ
う
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
地
均
し
作
業
を
実
施
し
た
結
果
か
ら
み

て
も
、
中
央
部
に
住
居
を
欠
く
こ
と
は
確
実
で
、
中
央
部
を
広
場
に
し
、
そ
の

周
辺
に
住
居
が
散
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
住
居
址

（時
期
不
明
な
も
の
も
含
む
）

一
五
ヶ
の
う
ち
、
八
ケ

（
四

組
）
は
お
互
に
接
す
る
か
交
わ
り
、
特
に
そ
の
う
ち
二
組
は
お
互
に
同

一
時
期

と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
住
居
築
造
の
際
に
前
の
も
の
を
全
然
意
識

し
な
か
っ
た
が
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
前
の
も
の
を
意
識
し
て
そ
の

付
近
に
築
造
し
た
た
め
に
重
な

っ
た
な
ど
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

仮
り
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
結
果
と

し
て
接
し
又
は
交
わ
っ
た
の
は
他
に
別
な
理
由
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
殊

に
、　
一
時
期

（土
器

一
型
式
）
と
思
わ
れ
る
も
の
が
接
し
又
は
交
わ
っ
て
い
る
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の
は

一
住
居
の
寿
命
が
短
か
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
ヶ
。
そ
れ
は

一
代
限
，
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
、
竪
穴
住
居
上
の
う
ち
、
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
第
五
号
址
で
あ
ろ

う
。
一加
曽
利
Ｅ
式
に
属
す
る
竪
穴
住
居
址
は
径
約
六

・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
形
プ

ラ
ン
、
石
囲
い
炉
を
中
心
に
、
そ
の
西
側
に

一
・
一
七
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
自
然

石
が
立
っ
て
い
る
。
角
柱
状
の
自
然
石
は
、
厚
味
六
セ
ン
チ
、
巾
九
セ
ン
チ
、

高
さ
三
四
セ
ン
チ
で
、
竪
穴
の
南
側
の
や
や
低
い
床
面
と
、
北
側
の
や
や
高
い

床
面
の
接
す
る
付
近
の
床
面
上
に
約

一
三
度
の
傾
斜
を
な
し
て
い
る
。
　
　
・

こ
の
竪
穴
内
の
立
石
の
例
は
、
本
郡
で
は
駒
ケ
根
市
東
伊
那
遺
跡
の
う
ち
「

山
田
竪
穴
住
居
址
第

一
号
に
み
ら
れ
、
竪
穴
床
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
石
囲
い
炉
が

あ
っ
て
、
そ
の
北
側
に
石
を
敷
き
づ
め
い
そ
の
中
央
に
無
頭
の
石
棒
が
直
立
し

火
熱
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
大
場
磐
雄
博
士
は
、
火
を
中
心
と
す
る
信
仰
の

対
象
物
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

【注
１
】
こ
の
類
例
は
、
南
信
で
は
、

茅
野
市
与
助
尾
根
遺
跡
の
第
四
ｏ
第
七

・
第

一
四
ｏ
第

一
五
号
址
。

【注
２
】

富
土
見
町
藤
内
遺
跡
第
七
号
址
、同
曽
利
遺
跡
第
七
号
上
、大
畑
遺
跡
第
六
ｏ
第

八
号
址
。

【注
３
】
中
信
で
は
、
東
筑
摩
郡
朝
日
村
熊
久
保
遺
跡
第
五
号
止
。

【注
４
】
北
信
で
は
、
埴
科
郡
戸
倉
町
巾
田
遺
跡
第

一
０
第
二
配
石
址
。

【注

５
】
同
郡
坂
城
町
込
山
Ｃ
遺
跡
。

【注
６
】
上
高
井
郡
山
田
村
坪
井
遺
跡
な
ど

が
あ
る
。

南

¨
申
信
の
場
合
、
住
居
内
の
床
面
上
に
証
け
ら
れ
石
檀
な
い
し
床
面
上
に

直
接
に
立
石
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
に
、
北
信
の
場
合
、
特
殊
な
敷
石
遺
跡
に

立
石
が
立
て
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
て
、　
一
つ
の
地
方
色
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　̈
　
　
　
‐

な
お
、
立ヽ
石
の
伴
う
例
は
、
東
北

（青
森

・
岩
手

・
秋
田
）
、
関
東

（
神
奈

川
）
、
中
部

（
静
岡

・
山
梨
）
の
諸
地
方
に
類
例
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。

【註

７
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

ヽ

こ
の
住
居
址
に
は
、
こ
の
立
石
の
外
に
、
南
側
壁
に
接
し
て
平
板
な
自
然
石

を
蓋
石
の
よ
う
に
載
せ
た
加
曽
利
Ｅ
式
の
甕
形
土
器
が
あ
っ
て
、
中
期
後
半
に

よ
く
み
ら
れ
る

「
立
石
と
理
甕
を
伴
う
竪
穴
住
居
」
と
い
う

一
つ
の
型
を
み
る

一が
、

【註
８
】
こ
れ
に
加
え
て
、
炉
を
中
心
に
対
称
的
位
置
に
床
面
下
に
伏
甕

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
発
見
状
態
に
つ
い
て
は
、
御
子
柴
氏
の
記
述
を
み
て
い
た
だ

き

た

い

が
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

一
言
す
れ
ば
、
床
面
の
堅
い
部
分
を
幾
分
削
去
し

て
み
な
く
て
は
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
出
釆
な
い
程
、
お
そ
ら
く
、
床
面

す
れ
す
れ
に
そ
の
底
面
が
お
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
三
号
の
二
址
で

経
験
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
床
面
下
に
そ
の
よ
う
な
土
器
が
あ
る
な
ど
と
は

最
初
気
づ
か
な
い
で
い
た
の
が
、
床
面
を
幾
度
か
清
掃
し
て
い
る
う
ち
に
よ
う

や
く
発
見
し
た
程
で
あ
っ
て
、
時
に
よ
っ
て
は
見
逃
が
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ニ
ケ
の
土
器
の
う
ち
、　
一
ケ
は
底
部
が
破
損
し
て
い
る
た
め
に
確
認
出
来
な

い
が
、
他
の
一
ケ
は
底
部
に
焼
成
後
穿
孔
し
た
孔
が

一
つ
あ
い
て
お
り
、
こ
の

点
は
第
二
三
号
の
二
址
発
見
の
土
器
も
同
様
で
あ
る
。



竪
穴
住
居
の
床
面
下
に
埋
め
ら
れ
た
甕
形
土
器
、
所
謂
、
理
甕
の
出
土
例
に

つ
い
て
は
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が

【註
９
】
第
五
号
址
の
南
側
壁
付
近
の
埋
甕

之
炉
端
か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
に
み
ら
れ
る
埋
甕
と
で
は
そ
の
内
容
が
全
ぐ
異

な

っ
て
い
る
。

後
者
は
、　
一
般
の
埋
要
と
異

っ
た
別
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴

は
、
①
は
床
面
に
伏
せ
た
要
で
は
な
く
、
床
面
下
に
底
面
を
床
面
と
す
れ
す
れ

に
し
て
倒
立
し
た
甕
で
あ
る
こ
と
、
②
は
そ
の
底
部
に
一
孔
が
穿
た
れ
て
い
る

こ
と
、
③
は
そ
の
土
器
は
完
形
に
近
い
も
の
か
ら
胴
下
部
の
一
部
破
片
に
す
ぎ

な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
後
者
の
場
合
、
容
器
と
し
て
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
、

①
は
竪
穴
内
に
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。́

①
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
大
場
磐
雄
博
士
は
、
平
出
遺
跡
発
見
の
口
号
址
の

大
形
要
形
土
器
の
場
合
に
つ
い
て
、
前
例
に
つ
い
て
の
回
顧
を
試
み
な
が
ら
、

こ
の
例
も

「或
は
幼
児
の
遺
骸
を
納
め
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し

て
も
不
思
議
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
竪
穴
内
の
一
隅
に
あ
る
こ
と
、
特
に
床
面
下

に
埋
め
て
あ
り
も
し
こ
の
竪
穴
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
常
に
意

識
さ
れ
る
位
置
に
お
か
れ
て
あ
る
点
で
、
或
は
当
時
幼
児
ま
た
は
死
産
児
の
遺

骸
に
対
し
て
は
、
大
人
の
そ
れ
ど
全
く
異

っ
た
態
度
で
処
理
し
、
ま
た
は
特
殊

な
埋
葬
法
を
採
っ
た
と
で
も
解
す
る
よ
り
外
に
は
途
が
な
い
己
と

述
べ

て

い

る
ｆ

【
註
１０
】
尖
石
第

一
九
址
で
も
底
部
を
欠
ぐ
土
器
を
倒
様
に
し
て
床
面
と

平
に
埋
め
て
あ
っ
た
と
い
う
。

【註
２
】

然
し
、
今
回
の
例
は
、
平
出
例
と
異

っ
て
土
器
の
底
部
に
二
孔
を
穿

っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次
の
②
の
場
合
に
つ
い
て
前
例
を

一
瞥
す
る
と
、

吉
田
義
昭
氏
は
、
岩
手
県
岩
手
郡
御
所
村

（現
在
雫
石
町
）
大
字
繋
、
盛
岡
市

浅
岸
字
柿
ノ
木
平
な
ど
の
遺
跡
出
土
の
縄
文
土
器
に
つ
い
て
。　
フ
ビ
」
に
報
告

し
た

一
二
例
の
土
器
は
い
ず
れ
も
縄
文
文
化
中
期
後
半
の
大
形
鉢
土
器
で
、
煮

沸
用
具
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
器
を
基
盤
ま
で
掘

り
下
げ
た
地
下
へ
口
縁
を
下
に
し
て
伏
せ
た
状
態
で
埋
没
し
、
底
面
に
故
意
に

小
円
孔
を
穿
孔
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
生
活
上
の
単
な
る
所
業
と
は

思
わ
れ
ず
、
特
殊
な
甕
棺
葬
の
如
き
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
も

想
像

さ

れ

る
。
と
述
べ
て
い
る
。

【註
Ｈ
】
同
氏
は
、
さ
ら
に
、
千
葉
県
東
葛
飾
郡
高
木

村
寒
風
貝
塚
に
お
け
る
滝
口
宏
氏
の
発
見
例
な
ど
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
寒
風
貝
塚
例
は
勝
坂
式
土
器
と
の
こ
と
で
あ
る
。

吉
田
氏
も
、
底
部
に
穿
孔
す
る
こ
と
に
は
疑
間
を
持
ち
つ
つ
、
そ
の
意
味
に

つ
い
て
は
別
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
底
部
に
わ
ざ
わ
ざ
穿
孔
す
る
こ
と
を
除

い
て
は
、
繋

・
柿
ノ
木
平
両
遺
跡
の
場
合
は
同

一
意
図
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
然
し
、
こ
こ
で
は
、
③
の
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
土
器
の
底
部
の
こ

と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に′
、
注
意
を
向
け
て
み
た
い
。

第
五
号
址
発
見
の
ニ
ケ
の
土
器
は
、
ほ
ぼ
、
そ
の
器
形
を
窺
う
こ
と
が
出
来

る
の
に
、
第
二
三
号
の
二
址
出
土
の
も
の
は
胴
下
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
破

片
で
あ
っ
て
、
容
器
と
し
て
実
用
的
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
何
物
も

容
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
違
い
な
い
程
の
小
形
破
片
で
あ
る
。
　
　
´

こ
の
土
器
は
、
む
し
ろ
、
何
物
か
を
容
れ
る
容
器
と
す
る
よ
り
も
、
そ
れ
は



土
器
の
底
部
に
一
孔
を
持
つ
こ
と
に
意
義
が
あ
つ
て
、
容
器
を
主
張
す
る
こ
と

よ
り
も
底
部
に
一
孔
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
容
器
内
と
外
界
を
通
ず
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
第
一
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
”
仮
り
に
「
こ

れ

‥ら
の
土
器
が
容
器
そ
の
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

し

て

ヽ
い
そ
れ
は
、
死
体
収
容
の
実
際
的
容
器
で
は
な
く
、
容
器
そ
の
も
の
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
休
面
下
の
土
器
に
死
体
を
蔵
す
る
と
い
う
実
際
的
行

為
の
結
果
と
し
て
考
え
る
余
地
は
殆
ん
ど
な
く
、
そ
の
儀
式
な
い
し
呪
術
的
行

為
の
現
わ
れ
と
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
土
器
は

仮
つ
に
、
容
器
と
し
て
の
内
容
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
象
徴
的
で
あ
っ

て
、
む
ｔ
ろ
、
そ
れ
に
加
味
し
て
底
部
に
一
孔
を
も
つ
こ
と
の
方
に
重
要
な
意

味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
儀
式
な
い
し
呪
術
的
行
為
の
内
容
が
ど

ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

・土
器
の
底
部
に
一
孔
を
持
つ
こ
と
に
第
一
義
が
あ
る

‐と
す
れ
ば
い
土
器
内
に

充
満
し
て
い
る
も
の
を
外
部
に
発
散
さ
せ
る
意
味
を
持
ち
、
こ
れ
を
移
し
て
、

竪
穴
内
に
鬱
々
し
て
い
る
も
の
を
＝
そ
れ
は
こ
の
竪
穴
内
に
生
活
す
る
者
に
と

っ
て
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
＝
外
部
に
発
散
さ
せ
る
意

図
の
現
わ
れ
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
憶
測
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

死
体
中
に
存
す
る
悪
霊
の
発
散
を
拒
否
す
る
た
め
に
届
葬
に
し
、
死
体
の
胸

に
石
を
抱
か
し
め
或
は
そ
の
頭
部
に
要
を
被
せ
る
行
為
と
は
逆
に
、
住
居
の
中

に
こ
も
る
も
の
を
発
散
せ
‐し
め
ま
う
と
す
る
一
つ
の
呪
術
的
行
為
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
④
に
つ
い
て
は
ヽ
平
出
口
号
址
の
場
合
は
底
面
下
に
あ

っ
た
が
、
繋

・
柿
ノ
木
平
両
遺
跡
の
場
合
は
住
居
址
内
か
外
か
わ
か
ら
な
い
。
本
例
は
、
そ

の
点
で
は
平
出
口
号
■
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
土
器
の
大
い
さ

に
つ
い
て
い
え
ば
、
平
出
出
土
例
は
日
径
三
五
セ
ン
チ
、
一局
さ
六
八
セ
ン
チ
が

計
測
さ
れ
、
類
似
土
器
中
最
も
大
型
の
土
器
で
あ
り
、
繋

・
柿
ノ
木
平
両
遺
跡

出
土
例
で
は
最
大
五
八
ｏ
Ｏ
セ
ン
チ

（推
定
）
、
最
小
二
八
・
七
セ
ン
チ
と
な

っ
て
、
い
ず
れ
ヽ
、
本
例
ま
り
大
形
で
あ
る
「

最
後
に
い
本
例
に
類
す
る
も
の
が
他
に
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る

が
、
寡
間
に
し
て
、
他
に
類
例
を
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
新
し
い
知
見
を
え
た

い
と
思
う
と
と
も
に
、
中
期
末
の
竪
穴
住
居
祉
の
出
土
例
は
か
な
り
多
い
の
に

そ
の
類
例
が
他
に
な
い
こ
と
に
不
思
議
な
感
が
す
る
。
三
例
と
も
に
こ
の
遺
跡

の
発
見
は
、
偶
然
的
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
第
五
号
址
は
、
立
石
・
埋
甕
・
床
面
下
伏
甕
な
ど
、
こ
の
時
期
の
特

殊
施
設
を
一
手
に
備
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
床
面
に
も
や
や
注
意
す
べ
き
点
が

あ
る
ザ
床
面
の
う
ち
、
南
側
が
低
ぐ
北
側
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
一
炉
端

の
側
石
の
う
ち
南
側
は
平
ら
に
並
べ
、
北
側
は
縦
に
並
べ
て
あ
る
の
は
、
南
側

が
焚
口
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
た
め
北
側
の
炉
端
が
高
‥く
な
る
の
は

止
む
を
え
な
い
と
し
て
、
大
体
、
炉
を
境
に
北
が
高
く
、
南
が
低
い
の
は
ど
う

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
炉
端
の
側
石
の
構
造
に
基
く
と
い
う
だ
け

で
は
な

く
、
高
い
側
は
特
殊
な
座
を
意
味
す
る
と
い
う
風
に
も
理
解
さ
れ
る
。
南
側
に



焚
口
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
、
北
側
は
そ
の
家
の
主
人
と
で
も
い
う
べ
き

も
の
の
座
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が
段
を
異
に
し
て
い
る
例
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
上
下
三
段
の
比
高
は
一
五
～
Ｈ
Ｏ
セ
ン
チ
、
そ
の
境
界
付
近
は
漸
次
高
ま

っ
て
い
る
“
立
石

，そ
の
も
の
は
そ
の
境
界
付
近
に
あ
っ
た
。

な
お
、
立
石
¨
床
面
下
伏
甕
の
竪
穴
内
の
位
置
に
つ
い
て
も
、
住
居
内
の
側

壁
近
く
に
な
く
て
、
炉
端
と
周
壁
の
中
間
に
あ
る
か
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

る
。
住
居
内
の
生
活
に
邪
魔
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
床
面
に
何
か
敷
物
が
敷

か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
敷
物
は
果
し
て
伏
甕
の
上
を
覆
い
、
立
石
の
頭
を
敷

物
の
上
に
の
ぞ
か
せ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
辺
の
こ
と
は
、
今
回
の

調
査
で
は
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
甚
だ
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ

アリ
。第

五
号
址
に
類
し
た
住
居
址
に
第
二
三
号
の
二
址
が
あ
る
。
径
四
・
五
～
五

ｏ
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
平
面
プ
ラ
ン
は
幾
分
楕
円
形
を
な
し
、
炉
は
や
や
西
に

偏
し
、
第
五
号
址
と
異
っ
て
竪
穴
式
炉
で
、
炉
端
の
側
壁
に
は
板
石
を
張
っ
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
主
柱
穴
は
、
定
形
的
で
は
な
い
が
四
隅

に
あ
っ
て
、
空
間
の
取
り
方
は
よ
く
出
来
て
い
る
。
東
側
壁
近
く
に
理
甕
が
み

っ
て
、
三
四
取
三
二
Ｘ
八
・
五
セ
ン
チ
と
三
九
×
三
四
ｘ
三
・
五
セ
ン
チ
の
平

板
石
に
近
い
二
枚
の
自
然
石
が
そ
の
上
に
お
か
れ
て
い
る
。
発
掘
当
時
の
様
子

が
生
活
当
時
の
状
況
を
残
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
理
甕
の
上
に
ニ
ケ
の
自
然
石

が
載
っ
て
い
る

‐のは
や
や
不
泊
然
に
み
え
、
そ
の
土
器
が
果
し
て
単
な
る
貯
蔵

の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
間
が
わ
く
。

炉
端
か
ら
八
八
セ
ン
チ
、
柱
穴
址
３
か
ら
五
七
セ
ン
チ

（側
壁
か
ら
九
五
セ

ン
チ
）
に
床
面
下
に
伏
甕
が
あ
る
。
第
五
号
止
と
同
じ
く
極
め
て
邪
魔
な
位
置

に
あ
る
。

第
五
号
址
之
本
址
と
が
同
時
に
存
し
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
土
器
形

式
は
同

一
で
あ
る
か
ら
い
同
時
な
い
し
極
め
て
接
近
し
た
時
期
と

考
え

て

よ

い
。
若
し
、
両
者
時
期
を
異
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、　
一
集
落
に
、
お
そ
ら
く

一
つ
の
こ
の
よ
う
な
遺
址
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
仮
り
に
、
同
時
期
の

も
の
と
す
れ
ば
、　
一
つ
は

一
ケ
の
立
石
と
ニ
ケ
の
伏
甕
を
も
つ
も
の
、
他
の
一

つ
は
簡
略
化
さ
れ
て
一
ヶ
の
伏
甕
を
も
つ
も
の
が
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
た
だ
、
両
竪
穴
の
径
に
は
大
小
の
差
が
あ
つ
て
、
前
者
は
大
形
、
後
者
は

小
形
な
の
は
施
設
の
内
容
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第

一
三
号
址
は
、
径
約

一
。
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
四
四
セ
ン
チ
の
竪
穴
式
炉

を
中
心
に
東
西
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
お
そ
ら
く
、
平
面
プ

ラ
ン
楕
円
形
の
竪
穴
住
居
址
で
あ
る
。
南
側
に
埋
甕
を
持
ち
、　
一
見
、
何
の
変

哲
も
な
い
が
、
南
側
に

一
列
に
並
ぶ
小
穴
と
埋
甕
の
配
置
を
見
る
と
、
や
や
わ

か
ら
な
い
点
が
あ
る
。
Ｐ
３
と
Ｐ
７
は
四
ケ
の
主
柱
穴
の
う
ち
の
ニ
ケ
と
思
わ

れ
る
が
、
Ｐ
４
と
Ｐ
５
は
何
ん
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
仮
り
に
、
入
日
の
柱
だ

と
す
れ
ば
、
貯
蔵
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
埋
要
と
の
関
係
が
説
明
出
来
な
い
。

ま
た
埋
甕
が
側
壁
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
こ
と
も
単
な
る
理
甕

（第
五

・
第
二

三
号
の
一
・
同
二
）
と
は
そ
の
目
的
を
異
に
し
た
埋
甕
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

間
を
出
す
に
と
ど
め
た
い
。



４
、
【註
】
　
人
面
付
香
炉
形
土
器

（
日
絵
参
照
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
発

掘
経
過
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
第
■
号
竪
穴
址
と
第
１２
号
竪
穴
址
の
切
り
合
っ

た
部
分
の
第
１２
号
址
の
床
面
柱
穴
１
の
北
側
に
似
て
お
り
、
出
土
土
器
か
ら
見

て
も
中
期
中
葉
最
終
末
に
お
け
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
第
１１
号

址
に
処
属
す
る
土
器
で
あ
る
が
出
上
位
置
が
１２
号
址
で
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
土

器
の
特
異
性
と
問
題
之
が
含
ん
で
い
る
。
こ
の
香
炉
形
土
器
の
も
つ
主
文
様
は

第
１１
号
址
出
土
土
器
に
近
く
、
第
１２
号
址
と
は
や
や
異
る
の
で
、
両
址
出
土
遺

物
の
総
合
的
検
討
を
経
た
の
ち
決
定
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
土
器
の
も
つ
形
態
上
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て
お
き

た

い
。
基
本
形
は
円
筒
形
深
鉢
の
胴
部

（直
径
一
六
セ
ン
チ
、
高
さ
九
セ
ン
チ
）

の
上
に
三
角
錐
体
を
呈
す
る
主
体
部

（高
さ
三
一
セ
ン
チ
、
底
辺

一
一五

セ

ン

チ
）
を
形
成
し
た
形
態
で
総
高
三
九
・
五
セ
ン
チ
を
測
る
。
主
体
部
は
著
し
く

装
飾
化
さ
れ
て
お
り
、
正
面
の
頂
点
に
は
径
一
二
セ
ン
チ
の
人
面
が
付
け
ら
れ

人
面
に
対
し
て
胸
部
を
象
る
主
体
部
の
正
面
は
、
円
形
窓
が
穿
ち
そ
の
周
辺
を

め
ぐ
る
直
孤
文
状
沈
線
文
の
施
さ
れ
た
器
面
は
研
磨
さ
れ
、
油
煙
が
全
面
に
附

着
し
て
黒
く
滑
沢
を
帯
び
て
い
る
。
縁
辺
に
は
両
側
に
五
個
の
円
形
点
列
が
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
外
側
縁
辺
部
は
、
欠
き
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
土
器

が
使
用
さ
れ
て
い
る
過
程
で
欠
き
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
断
欠
面
に
正
面
と

同
じ
油
煙
が
附
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
確
実
で
あ
る
、
こ
の
欠
失
部
に

は
Ｕ
字
形
粘
土
紐
に
よ
る
連
続
文
が
着
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
し
た
い
。

背
面
の
頂
点
は
人
面
の
後
頭
部
を
表
し
そ
の
周
縁
は
Ｕ
字
形
連
続
文
で
飾
ら

れ
、
中
心
部
の
渦
巻
状
粘
土
紐
は
結
髪
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
体
部
背

面
は
粘
土
紐
に
よ
る
Ｕ
字
形
連
続
文
の
稜
に
よ
り
左
右
両
面
に
分
け
ら
れ
、
こ

の
両
面
の
中
央
に
径
六
セ
ン
チ
の
窓
が
あ
け
ら
れ
こ
れ
を
め
ぐ
る
二
条
の
沈
線

が
施
さ
れ
て
い
る
。
正
面
側
の
縁
辺
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
五
本
の
指
状
環
が
着

け
ら
れ
正
面
窓
を
支
え
る
掌
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
う
一け
ら
れ
る
。

背
部
の
稜
の
首
部
に
は
、
変
出
し
た
ス
プ
ン
状
の
造
形
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が

開
口
し
た
蛇
頭
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
稜
の
下
部
に
は
環
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
が
掌
状
環
と
合
せ
て
、
紐
を
と
お
し
て
こ
の
土
器
を
吊
下
す
る

た
め
の
実
用
的
用
途
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
部
は
、
わ
ず
か
に
煤
煙
が
附
着
し
て
い
る
の
み
で
、
使
用
に
よ
る
擦
痕
も

し
く
は
附
着
物
は
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
い
。
凸
帯
Ｕ
字
形
連
続
文
の
繁
褥
な
主

文
様
は
、
勝
坂
式
最
盛
期
を
過
ぎ
る
時
期
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
っ
ま

た
人
面
の
形
態
は
、
勝
坂
期
の
土
器
に
着
け
ら
れ
た
顔
面
把
手
そ
の
も
の
で
あ

る
が
、
面
相
は
扁
平
で
や
や
異
り
特
に
目
は
細
く
「
砒
が
水
平
で
柔
和
な
お
ち

つ
い
た
様
相
を
呈
し
、
顔
面
把
手
の
そ
れ
が
半
球
状
で
砒
が
つ
り
あ
が
っ
て
い

る
の
と
対
象
的
で
さ
え
あ
る
。
こ
の
点
も
勝
坂
式
最
末
期
の
特
徴
を
も
つ
も
の

と
思
わ
れ
る
。

器
形
上
の
類
品
は
、
南
佐
久
郡
川
上
村
大
深
山
遣
跡
第
１５
号
竪
立
住
居
址
出

上
の
土
器

【註
Ｈ
日
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
形
態
、
主
文
様
等
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
ぁ
る
が
、
装
飾
表
現
が
お
と
な
し
卜
感
が
僅
か
に
異
る
だ
け

で
高
さ
も
ほ
と
ん
ど
等
し
い
。
本
例
は
最
頂
部
に
人
面
が
特
別
に
付
け
ら
れ
て



い
る
の
と
ぃ
装
飾
が
立
体
．的
で
ぁ
る
点
が
相
違
し
て
い
る
∝
こ
の
点
勝
反
期
の．

中
で
大
深
山
例
が
先
行
し
、
本
例
が
そ
の
発
展
形
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
本
例
の
器
形
類
似
の
も
の
と
し
て
い
わ
ゆ
る
吊
手

土
器
が
あ
る
。
註
、
諏
訪
郡
富
士
見
町
井
戸
尻
三
号
住
居
址
出
土
の
も
の
は
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
上
部
装
飾
体
は
細
長
く
、
吊
手
の
形
状
を
呈
し

て
い
る
ｏ
藤
森
栄

一
氏
は
そ
の
内
部
の
煤
状
痕
跡
か
ら
ラ
ン
プ
と
し
て
家
屋
の

梁
に
懸
垂
さ
れ
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
本
例
は
こ

の
吊
手
土
器
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
が
加
わ
っ
て
発
達
し
た
も
の
ど
見
散
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
諸
要
素
は
本
例
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
察
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
顔
面
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
勝
坂
期
に
栄
え
た
顔
面
把
手
土
器

の
顔
面
と
基
本
形
を
同
じ
く
し
て
い
る
点
、
こ
の
要
素
が
吊
手
土
器
に
付
加
さ

れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
ょ
ぅ
。
そ
れ
は
顔
面
把
手
付
土
器
の
出
土
状
態

（註
・４
）
や
形
態
に
見
ら
れ
る
マ
ジ
カ
ル
な
特
殊
性
な
ど
か
ら
見
て
、
呪
術
的

要
素
を
主
体
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
正
面
と
背
面
と
を
明
ら
か
に
し
、
正
面
側
が
煤
煙
で
黒
色
化
し
て
い

る
の
に
対
し
て
背
面
は
、
全
く
こ
の
状
態
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
加
え

て
内
部
の
状
態
は
吊
手
土
器
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
炭
化
物
の
附
着
は
顕
著
に
認

め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
香
炉
形
土
器
の
機
態
が
吊
手
土
器
の
照
明
用
と
は
異
り

外
部
の
一
面
か
ら
焔
を
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
少

く
と
も
実
用
的
な
も
の
で
は
な
く
、
象
徴
的
な
用
具
と
し
て
の
要
素
を
も
つ
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
正
面
と
背
面
の
造‐
午
が
対
象
的‐
で
あ
，
る
こ
と
も
関
係
し
て
い

よ
う
。
正
面
は
扁
平
で
文
様
装
飾
も
お
と
な
し
く
、
背
面
は
、
立
体
的
な
文
様

で
著
し
く
，
‐
装
飾
化
さ
れ
、
そ
の
中
心
の
背
稜
は
い
蛇
頭
と
蛇
身
装
飾
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
沈
線
に
よ
っ
て
伸
び
る
掌
状
把
手
は
、
正
面
窓
を
支
え
て
い
る
か
の

よ
う
な
形
象
を
も
ら
で
い
る
。
正
面
が
平
板
柔
和
で
神
聖
感
が
満
ち
て
い
る
の

に
対
し
て
背
面
は
、
立
体
的
、
粗
剛
怪
奇
で
呪
術
感
に
満
ち
て
い
る
こ
の
違
い

は
、
少
く
と
も
正
面
中
心
を
崇
拝
す
る
も
の
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

吊
手
土
器
に
加
わ
っ
く
る
諸
要
素
ど
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
顔
面
把
手
の

盛
行
、
蛇
身
装
飾
の
登
行
、
照
明
器
具
の
発
達
等
で
あ
っ
て
そ
れ
が
火
焔
崇
拝

と
い
う
呪
術
性
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
造
形
化
さ
れ
た
の
か
本
例
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
火
燿
崇
拝
の
思
想
を
形
成
し
た
生
活
の
根
元
は
、
果

し
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
本
例
の
も
つ
学
術
上
の
意
味
、
芸

術
的
な
高
さ
は
、
極
め
て
深
奥
で
優
美
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

次
に
こ
の
土
器
の
出
土
状
態
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
調
査
状
況
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、　
第

一
二
号
址
が
第

一
一
号
址
を
切
っ
て

（床
面
の
高
低
差

一
〇
～

一
五
セ
ン
チ
）

造
ら
れ
た
壁
と

第

一
二
号
■
に
属
す
る
東
南
東
の
主

柱
穴

（
Ｐ
ｌ
）

の
間
に
位
置
し
、
・正
面
を
下
に
横
転
し
た
状
態
で
出
土
し
て

い
る
。
層
位
関
係
は
、
ほ
と
ん
ど
床
面
に
近
く
ハ
明
ら
か
に
第

一
二
号
址
に
処



属
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第

一
一
号
址
と
第

一
二
号
址
の
境
の
、
第

一
二
号
址
の
内
部
は
、
炭
化
物
が
特
に
多
く
出
土
し
主
柱
残
痕
か
ら
見
て
も
、

こ
の
家
屋
が
火
災
に
遭

っ
て
崩
れ
お
ち
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
お
り
、
香
炉

形
土
器
の
周
囲
も
炭
化
物
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
も
第

一
二
号
址
内
に
含

包
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
形
態
に
こ
の
様
な
特
徴
か
ら

見
て
、
勝
坂
終
末
期
に
伴
う
も
の
で
、
第

一
二
号
址
出
土
の
加
曽
利
Ｅ
期
初
頭

の
土
器
と
は
、
明
ら
か
な
差
を
も

っ
て
お
り
、
む
し
ろ
第

一
一
号
址
の
勝
坂
終

末
期
の
土
器
に
近
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
性
質
の

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
こ
の
住
居
上
の
相
互
関
係
の
精
奪
を
ま
っ
て
決
定
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
設
定
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

①
理
没
時
に

一
二
号
址
に
直
属
し
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
前
代
の
勝
坂
終
末

期
か
ら
後
属
す
る
加
曽
利
Ｅ
初
頭
期
に
伝
世
さ
れ
、
機
能
上
、
懸
架
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
火
災
に
よ
る
家
屋
の
崩
壊
と
と
も
に
転
落
し
て
Ｐ
ｌ
の
傍
ら
に
横

転
し
た
ま
ま
し
だ
い
に
埋
没
し
た
。
し
か
し
な
ぜ
完
全
な
容
姿
を
保

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

②
第

一
一
号
址
に
直
属
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
理
由
で
本
住
居
址

の
外
側
野
面
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
も
の
が
よ
り
深
く
掘
り
さ
げ
ら
れ
た
第

一
二

号
址
が
消
滅
し
て
壁
面
が
自
然
崩
壊
す
る
に
伴
い
露
出
し
凹
地
化
し
た
床
面
近

く
に
、
徐
々
に
転
落
し
て
そ
の
ま
ま
自
然
に
埋
没
し
た
。
こ
の
場
合
、
外
側
に

何
ら
か
の
遣
構
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
決
定
す
る
た
め
に
第
二
次
の
調
査

を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
”

５
、
次
に
、
時
代
決
定
の
問
題
で
あ
る
が
、
す
で
に
、
各
稿
で
触
れ
て
い
る

よ
う
に
縄
文
時
代
中
期
、
あ
る
い
は
、
中
期
初
頭
、
中
期
終
末
と
い
う
の
は
、

時
代
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
過
去
数
十
年
に
お
け
る
万
余

の
遺
跡
調
査
に
お
い
て
の
層
位
学
的
研
究
や
、
土
器
に
お
け
る
形
態
や
文
様
の

研
究
の
累
積
の
結
果
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
方
で
は
γ
最
近
物
理
的
、
化
学
的
な
分
株
等
に
よ
っ
て
考
究
さ
れ

て
き
た
年
代
測
定
技
術
が
発
達
し
て
き
た
。
特
に
原
子
力
研
究
の
発
達
は
め
ざ

ま
し
く
物
質
の
炭
素
放
射
能
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
年
代
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

つ
た
。
こ
の
Ｃ
ｌ４
測
定
値
の
結
果
に
つ
い
て
は
す
べ

て
が
正
し
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
は
い
な
い
が
、
縄
文
時
代
早
、
前

。
中

・
後

・
晩
期
、
或
は
弥
生
時
代
の
絶
対
年
代
計
測
値
は
、
そ
の
年
代
順
の

編
成
に
つ
い
て
は
、
前
に
の
べ
た
発
掘
調
査
に
よ
る
も
の
と
同
じ
結
果
で
ほ
ぼ

正
し
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
き
つ
つ
あ
る
０

御
殿
場
遺
跡
第

一
二
号
址
出
土
主
柱
炭
化
物
と
、
西
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

位
置
か
ら
出
土
し
た
貝
沼
の
弥
生
式
住
居
跡
炉
址
出
土
の
本
炭
を
、
学
習
院
大

学
理
学
部
木
越
研
究
室
に
送
り
、
炭
素
放
射
能
測
定
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

に
つ
い
て
、
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
二
日
付
で
測
定
者
木
越
邦
彦
氏
か
ら
次
の

よ
う
な
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

【
測
定
番
号
】
　

【測
定
物
名
称
】
　

【年
代

・
現
時
点
か
ら
何
年
前
を
示
す
】

０
，帰
１
３
∞
　
抑
沼
遺
跡
木
炭
　
　
　
一
七
五
〇
年
±
　

九
〇
年



０
”ド
ー
８
卜
　

御
殿
場
遺
跡
木
炭
　
　
四

下
六
〇
年
±
　
一
〇
〇
年

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
殿
場
遺
跡
第

一
二
号
址
は
、
今
か
ら
四
〇
〇
〇
年
前
に

造
ら
れ
た
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

長
野
県
の
縄
文
時
代
遺
跡
に
つ
い
て
Ｃ
ｌ４
測
定
は
、
始
め
て
の
こ
と
で
あ
り

、
他
の
例
を
多
く
ま
た
な
け
れ
ば
決
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
他
県
の
例
を
見

る
と
き
、
ほ
ぼ
こ
の
線
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
今
後
の
研
究
の
た
め
に

も
、
重
要
な
年
代
決
定
の
資
料
を
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
慶
び
た
い
。

註
１
　
伊
那
村
文
化
財
保
存
会

「
長
野
県
上
伊
那
郡
伊
那
村
遺
跡
１
第

一
次

調
査
棚
報
―
」
信
濃
三
ノ
六
別
刷

訂
２
　
茅
野
教
育
委
員
会

「
尖
石
」

註
３
　
官
坂
光
階
氏

「
縄
文
中
期
に
お
け
る
宗
教
的
遺
物
の
推
移
」
信
濃
一

七
フ
五
註
４
　
樋
口
・
横
山
。
小
松
氏

「
長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
日
村
熊
久
保
遣
跡
調

査
概
報

（
１
）
」
信
濃
一
六
ノ
四
　
一

註
５
　
金
子
・
米
山
・
森
島
氏

「
長
野
県
埴
科
郡
戸
倉
町
Ｆ１１
田
遺
跡
調
査
報

告
」
長
野
県
考
古
学
会
誌
第
二
号
所
収

註
６
　
金
子
・
山
崎
・
森
島
氏

「
長
野
県
埴
科
那
坂
城
町
込
山
α
遺

跡
略

報
」
信
濃
一
六
ノ
一
二

註
７
　
註
５
参
照

註
８
　
官
坂
光
昭
氏
ら
ヽ
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
勝
坂
式
・
加
憎
利
Ｅ

式
土
器
使
用
の
時
期
に
、
そ
の
竪
穴
住
居
内
の‐施
謎
と
し
て
立
石
・
理
書
を
伴

に
い
、
或
は
土
偶
を
伴
う
こ
と
が
屋
々
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
や
特
殊
遺
物
の
存

在
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
達
の
精
神
生
活
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

註
９
　
註
３
或
は
、
宮
坂
光
昭
氏

「
縄
文
中
期
勝
坂
と
加
曽
利
Ｅ
期
の
差
」

古
代
第
四
四
号
、
藤
森
栄

一
氏
外

「
中
期
縄
文
文
化
の
諸
様
相
」
長
野
県
考
古

学
会
誌
第
三
号
所
収
な
ど
参
照

註
１０
　
平
出
遺
跡
調
査
会

「
平
出
」

註
１１
　
十
日
佃
義
昭
氏

「
饗
棺
と
思
わ
れ
る
縄
文
文
化
中
期
の
土
器
群
」
石
器

時
代
第
３
号
所
収
　
　
　
　
　
　
´

註
・２
　
扶
探
山
遺
跡
の
発
掘
報
告
書
は
ま
ず
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
林
は

大
深
山
遺
跡
を
訪
れ
、
同
公
民
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
香
炉
形
土
器

を

精

査

し
、
こ
れ
を
も
と
に
、
本
例
と
比
較
し
検
討
し
た
。

註
・３
　
藤
森
栄

一
編

「
井
戸
尻
」
昭
和
４。
年
中
央
公
論
美
術
出
版
所
収
中
、

藤
森
栄

一
「
井
戸
尻
の
縄
文
土
器
」
。

註
１４
　
註
・３
と
同
じ

「
井
戸
尻
」
所
収
、
中
、
宮
坂
光
昭

「
土
偶
と
顔
面
把

手
」註
・５
　
こ
の
香
炉
形
土
器
は
、

「
人
面
付
釣
手
上
器
」
と
称
す
る
む
き
も
あ

る
が
、
釣
手
土
器
ど
香
炉
形
土
器
の
差
位
は
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
出
土
当
初
の
感
じ
た
形
態
か
ら
こ
の
よ
う
な

名
称
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
。

六
い
要
約
お
よ
び
今
後
の
問
題
点
　
　
一一

本
稿
は
い
発
掘
調
査
の
経
過
を
通
じ
て
観
た
事
項
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず

ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
り
、
本
調
査
の
成
果
と
遺
跡
の
正
し
い
性
格
に
つ
い

て
は
、
な
お
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
い
ず
れ

詳
細
な
報
生
呈
自と
し
て
刊
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
こ
の
報
告

を
要
約
し
Ｉ
ヶ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

卜
、
御
殿
場‥遺
、跡
に
っ
伊
那
市
富
県
七
三
八
六
～
七
ョ
九
五
番
地
に
所
在
し

天
竜
川
左
岸
に
形
成
さ
れ
た
高
位
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
縄
文
時
代
を
主
体



と
し
た
集
落
址
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一
　

　

一　
　
　
　
　
　
　
一

２
、
昭
和
四
十

一
年
二
月
、
春
富
土
地
改
良
区
の
大
規
模
な
政
田
工
事
計
画

肛
区
内
に
お
か
れ
、
水
田
造
成
工
事
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
こ
２
に
な
っ
た
の
で

文
化
財
保
護
委
員
会
な
ら
び
に
県
教
育
委
員
会
の
指
導
に
よ
り
、
施
工
前
に
記

録
保
存
の
措
置
が
と
ら
れ
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
国
の‥
補
助

事
業
と
し
て
緊
急
発
掘
調
査
を
同
年
二
月
三
日
か
ら
十
日
に
か
け
て

実

施

し

た
。
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

３
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
面
積
六
〇
ア
ト
ル
～
七
〇
ア
ト
ル
の
範
囲
内
か
ら

総
計
二
五
基
の
住
居
址
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、

住
居
上
の
規
模
、
内
容
ま
で
検
出
さ
れ
た
も
の
一
〇
戸
「
調
査
の
手
が
汲
ば
ず

一
部
分
が
調
査
さ
れ
た
も
の
一
五
戸
で
あ
る
。

時
期
別
に
見
れ
ば
、
縄
文
時
代
中
期
に
属
す
る
も
の
二
三
戸

（勝
坂
期
五
戸

加
曽
利
Ｅ
期
一
一
戸
）
平
安
時
代
に
属
す
る
も
の
三
戸
、
時
期
不
明
の
も
の
四

戸
で
あ
る
。

集
落
の
形
態
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
勝
坂
期
に
属
す
る
も
の
は
、
台
地
の
北

側
に
密
集
す
る
傾
向
を
も
ち
、
加
曽
利
Ｅ
洲
は
、
台
地
の
周
縁
を
め
ぐ
っ
て
ほ

ぼ
馬
蹄
形
に
構
成
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
。
な
お
東
部
の
山
麓
に
つ
づ
く
台
地
の

上
に
は
、
相
当
数
の
住
居
址
が
存
在
す
る
も
の
之
考
え
ら
れ
、
今
回
把
握
さ
れ

た
集
落
は
、
そ
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
が
そ
れ
に
し
て
も

一
つ
の

単
位
を
形
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時
代

（土
師
器
、
灰
釉
陶
器
を
共

伴
す
る
）
住
居
址
と
、
台
地
の
北
部
と
西
部
突
端
に
あ
っ
て
散
在
状
態
を
示ヽ
し

て
い
る
。
調
査
の
手
の
及
ば
な
か
っ
た
も
の
は
残
念
に
も
改
田
工
事
に
よ
っ
て

そ
の
大
部
分
を
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
住
居
址
の
濃
密
な
地
帯
は
、
市
所
有

地
と
し
て
買
い
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
、
未
調
査
遺
構
相
当
数
を
含
ん
で
い
る

の
で
、
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

・
４
一
遺
物
は
、
中
部
山
嶽
地
帯
に
繁
栄
し
た
一呆
華
け
ん
ら
ん
な
造
形
美
を
誇

る
か
ず
た
ず
ら
土
器̈
群
を
は
じ
め
多
く
の
石
器
、
平
安
時
代
の
土
器
、
金
属
器

で

，あ
る
が
特
に
第
一
二
号
址
出
土
の
人
面
付
香
炉
形
土
器
は
そ
の
的
性
格
を
、

あ
ま
す
之
二
る
な
く
表
朗
し
て
い
一る
『
　
　
　
　
　
・́
　
　
　
　
一　
　
　
■

次
に
こ
の
道
‐跡
に
関
す
る
今
後
の
間
栖
点
に
つ
い
て
記
し
た
い
ｏ
　
一　
　
＾

一
、
遺
跡
の
中
心

‥部
が
市
の
所
市
地
と
し
て
買
い
あ
げ
ら
れ
、
永
久
的
に
保

存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
ん
ご

「
史
跡
地
」
と
し
て
整
備
し
、
都
市
計

画
０
一
環
と
し
て
、
園
化
等
を
計

，
■
積
極
的
な
保
護
開
発
が
施
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
「
そ
し
て
社
会
教
育

。
学
校
教
育
等
に
活
用
し
て
こ
そ
始
め
．て

保
護
行
政
の
実
が
あ
が
る
こ
と
に
な
ろ
ぅ
。

二
、
前
述
の
保
護
措
置
の
前
提
と
し
て
遺
跡
自
体
に
対
す
る
研
究
調
査
が
必

要
と
な
ろ
う
。
そ
の
観
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。　
　
　
　
一　
．

１
、
集
落
址
の
同
時
的
存
在
の
確
認
と
集
落
形
態
の
把
握

２
、
特
殊
遺
構
の
存
在
把
握
と
精
査

３
「
遺
物
出
土
状
態
の
精
査
と
確
認
　
　
　
　
　
′

４
、
未
発
見
住
居
址
の
確
認
、
特
に
勝
坂
期
竪
穴
の
確
認
は
極
め
て
■
要
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
、

三
、
遺
物
は
、
復
元
可
能
の
も
の
が
数
多
く
あ
る
が
こ
れ
ら
の
完
全
復
元
作

業
と
、
収
蔵
庫
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
。
発
掘
費
用
の
絶
対
量
が
少
い
た
め

復
元
作
業
も
で
き
得
な
い
の
で
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
の
配
慮
と
事
業
を
開

係
当
局
に
お
願
い
し
た
い
。

さ
ら
に
、
正
規
の
学
術
報
告
書
の
刊
行
が
最
も
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
三
点
が

完
成
さ
れ
た
時
、
本
遺
跡
の
教
育
的
効
果
、
す
な
わ
ち
普
及
、
活
用
の
道
が
は

じ
め
開
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

‐
（
藤
沢
宗
半

・
林
茂
樹
）




